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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （高根沢町）

　JR宝積寺駅前にある「ちょっくら広場」では、
毎年11月下旬から３月にかけて「光のオーケスト
ラ」が現れます。
　植栽された８本のケヤキとピアノやバイオリ
ン、トランペットなどオーケストラの奏者を立体
的に表現したモニュメントにイルミネーションが
灯されます。
　この事業は、広場をイルミネーションの光で飾
り、町の活性化に結びつけようとする「著っ蔵広
場光のページェント実行委員会」の主催によるも
のです。
　冬の「ちょっ蔵広場」で光が響きます。
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上
三
川
町
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
平

成
27
年
度
ま
で
の
町
の
将
来
像
を
総
合
計

画
で
「
よ
り
安
心
・
安
全
で
活
力
の
あ
る

ま
ち
　
上
三
川
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
健
康
福
祉
・
教
育
文

化
を
重
視
し
た
、
だ
れ
も
が
元
気
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
生
活
環
境

が
整
備
さ
れ
た
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
地
域
特
性
・
交

通
立
地
条
件
を
生
か
し
た
活
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
、
町
民
と
行
政
が
と
も
に
考
え
、

と
も
に
行
動
す
る
協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

安
心
・
安
全
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
普

段
で
は
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
、
そ
の
た

め
、
個
々
の
課
題
の
解
決
の
際
に
特
に
意

識
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
23
年
３

月
の
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、
今
あ
ら

た
め
て
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
と
い
う
こ

と
が
一
番
大
切
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。

本
町
は
東
部
に
は
鬼
怒
川
が
、
他
に
江

川
、
田
川
の
三
つ
の
河
川
が
流
れ
、
こ
の

こ
と
か
ら
「
三
川
の
里
」
と
呼
ば
れ
た
こ

と
が
上
三
川
の
由
来
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。本

町
で
は
こ
の
三
つ
の
河
川
が
も
た
ら

す
豊
か
な
水
と
肥
沃
な
土
壌
を
活
か
し
て
、

米
、
イ
チ
ゴ
、
ト
マ
ト
、
ニ
ラ
な
ど
、
高

品
質
な
農
作
物
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
豊
か
な
水
も
、
時
に
は

命
を
脅
か
す
存
在
と
な
り
ま
す
。
今
年
、

栃
木
県
を
通
過
し
た
台
風
15
号
に
よ
り
、

本
町
の
西
部
を
流
れ
る
田
川
の
水
位
が
警

戒
水
位
を
超
え
、
本
町
と
し
て
は
初
め
て

緊
急
避
難
命
令
を
出
し
ま
し
た
。

幸
い
け
が
人
も
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
も
し
台
風
の
速
度
が
遅
く
、

長
時
間
降
雨
が
続
い
た
ら
と
考
え
る
と
、

先
の
地
震
対
策
だ
け
で
な
く
、
水
害
、
火

災
と
い
っ
た
防
災
対
策
全
般
を
今
一
度
総

点
検
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。私

は
、「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
で

あ
る
と
常
日
頃
か
ら
考
え
て
お
り
、
町
民

の
み
な
さ
ま
と
の
会
話
や
心
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
大
切
に
し
て
お
り
ま
す
。

防
災
は
行
政
だ
け
で
対
処
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
心
の

キ
ャ
ッ
　

チ
ボ
ー
ル
を
し
な
が
ら
、
と
も
に

考
え
、
協
力
し
な
が
ら
対
処
し
、
安
心
・

安
全
な
ま
ち
を
築
き
上
げ
て
い
く
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
防
災
対
策
と
と
も
に
私
た
ち
の

暮
ら
し
の
安
心
を
支
え
る
も
の
に
、
年
金
、

医
療
、
介
護
、
少
子
化
対
策
な
ど
の
社
会

保
障
制
度
が
あ
り
ま
す
。

町
が
保
険
者
と
な
っ
て
い
る
国
民
健
康

保
険
も
、
町
民
の
方
の
安
心
を
支
え
る
制

度
の
一
つ
で
す
が
、
国
民
皆
保
険
が
確
立

し
て
50
年
が
経
過
し
、
制
度
が
複
雑
化
し

事
務
が
煩
雑
化
す
る
と
と
も
に
、
被
保
険

者
の
構
成
が
変
わ
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
問

題
が
生
じ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
も
保
険
税
の
滞
納
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
滞
納
を
減
ら
す
た
め
に
は
納
税

相
談
の
時
に
、
相
談
者
の
話
を
よ
く
聞
き
、

丁
寧
に
応
対
し
、
保
険
税
を
継
続
的
に
納

付
で
き
る
よ
う
話
し
合
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
革
の
た
め
に

は
、
県
域
を
一
つ
の
保
険
者
と
す
る
こ
と

が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
現
ま
で
に

は
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て

は
、
徹
底
的
な
事
務
の
効
率
化
を
図
る
と

と
も
に
、
国
保
の
資
格
の
確
認
作
業
、
納

税
相
談
、
被
保
険
者
の
健
康
保
持
と
病
気

予
防
の
た
め
の
事
業
を
進
め
、
健
全
な
国

民
健
康
保
険
財
政
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

上三川町長
星 野　光 利

よ
り
安
心
・
安
全
な

　
　

ま
ち
を
め
ざ
し
て

巻頭言
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国
保
中
央
会
は
平
成
23
年
８
月
26
日

（
金
）、
東
京
・
日
本
教
育
会
館
「
一
ツ
橋

ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
平
成
23
年
度
の

「
全
国
市
町
村
国
保
主
管
課
長
研
究
協
議

会
」
を
開
催
し
た
。
全
国
よ
り
506
市
（
区
）

町
村
の
国
保
主
管
課
長
を
は
じ
め
、
都
道

府
県
や
国
保
連
合
会
職
員
な
ど
689
名
の
国

保
関
係
者
が
参
加
し
た
。

国
保
財
政
基
盤
の
強
化
に
向
け
て

冒
頭
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
国
保
中
央

会
柴
田
雅
人
理
事
長
は
、
社
会
保
障
・
税

一
体
改
革
成
案
が
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
を

受
け
、「
国
保
の
財
政
基
盤
強
化
、
安
定
化
、

広
域
化
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
国
保

を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
く
、
保
険
者
の

努
力
だ
け
で
は
如
何
と
も
し
難
い
。
国
庫

負
担
の
更
な
る
投
入
な
ど
に
よ
り
制
度
的

基
盤
強
化
が
必
要
だ
」
と
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
医
療
制
度
改
革
に
つ
い

て
、「
国
会
の
状
況
や
東
日
本
大
震
災
の
影

響
に
よ
り
今
年
中
の
法
案
提
出
は
不
透
明

で
あ
る
が
、
今
後
の
動
き
を
注
意
深
く
み

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
の
動
向
を
注
視

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
厚
生
労
働
省
保

険
局
国
民
健
康
保
険
課
　
谷
浩
樹
課
長
が

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
成
案
の
医
療
保

険
分
野
の
内
容
に
つ
い
て
、「
短
時
間
労
働

「新・国保3％推進運動～保険料（税）収納率向上と保健事業」
をテーマにシンポジウムを実施

平成23年度
全国市町村国保主管課長研究協議会を開催

者
へ
の
社
会
保
険
の
適
用
拡
大
、
長
期
高

額
医
療
の
自
己
負
担
限
度
額
の
引
き
下
げ

と
受
診
時
の
定
額
負
担
の
導
入
、
市
町
村

国
保
の
財
政
運
営
の
都
道
府
県
単
位
化
と

低
所
得
者
対
策
の
強
化
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
」
と
説
明
し
、「
そ
の
具
体
的
な
あ
り

方
に
つ
い
て
、
関
係
審
議
会
等
で
検
討
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
市
町
村
国
保
の
広
域
化
の
現
状

と
し
て
、
都
道
府
県
に
よ
る
広
域
化
等
支

援
方
針
の
策
定
状
況
に
ふ
れ
、「
都
道
府
県

に
よ
っ
て
は
、
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事

業
の
対
象
医
療
費
の
拡
大
、
所
得
割
の
導

入
と
い
っ
た
実
質
的
な
財
政
の
広
域
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
県
も
複
数
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
行
制
度
の
中
で
着
実
に
前
進
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
国
保
と
高
齢
者
医
療
制
度
に

つ
い
て
、
公
費
の
投
入
に
よ
る
財
政
基
盤

の
強
化
は
必
須
で
あ
り
、
社
会
保
障
・
税

一
体
改
革
の
動
向
を
注
視
し
、
検
討
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

厚生労働省保険局国民健康保険課
谷浩樹 課長濵

濵
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医
療
保
険
財
政
の
立
て
直
し
に
向
け
た

環
境
整
備
を

続
い
て
、
早
稲
田
大
学
商
学
部
の
土
田

武
史
教
授
よ
り
「
国
民
皆
保
険
50
年
〜
今

後
の
医
療
保
険
制
度
の
ゆ
く
え
〜
」
と
題

し
、
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
成
案
に
盛

り
込
ま
れ
た
「
短
時
間
労
働
者
へ
の
被
用

者
保
険
の
適
用
拡
大
、
高
額
療
養
費
制
度

の
見
直
し
に
伴
う
定
額
負
担
制
の
導
入
、

被
用
者
保
険
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
算

定
方
法
」
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
そ
の
な

か
で
、
高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し
に
伴

う
定
額
負
担
制
の
導
入
に
つ
い
て
は
否
定

的
な
見
方
を
示
し
、
高
額
療
養
費
制
度
見

直
し
に
伴
う
費
用
は
、「
被
保
険
者
全
体
で

賄
う
か
税
負
担
と
い
う
の
が
本
来
の
筋
で

あ
る
」
と
し
た
。
さ
ら
に
、
被
用
者
保
険

の
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
算
定
に
つ
い
て

は
、
所
得
割
の
導
入
に
一
定
の
評
価
を
す

る
一
方
、
被
用
者
保
険
に
よ
る
拠
出
金
負

担
に
課
題
が
あ
る
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

医
療
保
険
財
政
の
立
て
直
し
の
方
策
と
し

て
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
と
し
て
健
保
組

合
の
拠
出
に
上
限
を
設
け
、「
経
営
努
力
を

行
っ
た
成
果
に
応
じ
組
合
自
身
が
享
受
で

き
る
仕
組
み
に
す
る
こ
と
で
、
組
合
の
解

散
を
阻
止
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

国
保
と
協
会
け
ん
ぽ
に
対
す
る
国
庫
負
担

を
増
額
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
述

べ
た
。

収
納
率
向
上
の
ポ
イ
ン
ト
は
滞
納
整
理

引
き
続
き
、
国
保
料
（
税
）
収
納
率
向

上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
財
団
法
人
倉
敷
市
保

健
医
療
セ
ン
タ
ー
渡
邊
進
一
理
事
長
が

「
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
、
保
険
料
（
税
）

の
徴
収
を
」
と
題
し
講
演
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
収
納
率
向
上
の
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
は
滞
納
整
理
に
あ
る
と
し
、「
滞

納
整
理
に
あ
た
っ
て
は
、
保
険
料
（
税
）

を
払
え
る
滞
納
者
と
払
え
な
い
滞
納
者
を

峻
別
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
強
調

し
た
。
ま
た
、
滞
納
者
へ
の
差
押
え
の
執

行
に
お
い
て
は
、
迅
速
な
財
産
調
査
の
も

と
徴
収
で
き
な
い
債
権
に
つ
い
て
不
納
欠

損
処
理
を
進
め
る
必
要
性
を
強
調
し
た
。

さ
ら
に
、
保
険
料
（
税
）
の
滞
納
に
よ

り
生
じ
る
延
滞
金
の
徴
収
に
つ
い
て
、「
保

険
税
で
は
、
地
方
税
法
に
よ
り
納
付
期
限

後
に
納
付
す
る
場
合
に
は
延
滞
金
額
を
加

算
し
て
納
付
・
納
入
す
る
こ
と
が
規
定
さ

れ
て
お
り
、
や
む
を
得
な
い
事
情
を
除
き
、

き
ち
ん
と
徴
収
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」

と
述
べ
た
。

健
診
・
保
健
指
導
を
通
じ
た
住
民
の

健
康
確
保
を
継
続
し
て
実
施
す
る
意
向

「
新
・
国
保
３
％
推
進
運
動
〜
保
険
料

（
税
）
収
納
率
向
上
と
保
健
事
業
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
大
正
大
学
人
間
学
部
の
新
田
秀

樹
教
授
の
司
会
に
よ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
行
わ
れ
た
。

助
言
者
と
し
て
、
講
演
を
行
っ
た
国
保

料
（
税
）
収
納
率
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で

財
団
法
人
倉
敷
市
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
理

事
長
の
渡
邊
進
一
氏
、
厚
生
労
働
省
保
険

局
国
民
健
康
保
険
課
国
保
指
導
調
整
官
の

渋
谷
亮
氏
、
同
課
保
健
事
業
推
進
専
門
官

の
光
行
栄
子
氏
を
迎
え
て
行
わ
れ
た
。

意
見
発
表
者
と
し
て
、
山
形
県
庄
内
町

税
務
町
民
課
長
の
中
野
修
氏
、
静
岡
県
藤

枝
氏
国
保
年
金
課
長
の
種
石
弘
勝
氏
、
愛

知
県
豊
田
市
医
療
保
険
年
金
課
長
の
杉
坂

盛
雄
氏
、
愛
媛
県
西
条
市
専
門
員
兼
納
税

第
一
係
長
の
日
浅
義
勝
氏
、
鹿
児
島
県
徳

之
島
町
保
健
福
祉
課
保
健
師
の
星
野
祐
子

氏
が
発
表
を
行
っ
た
。

意
見
発
表
後
の
助
言
で
、
庄
内
町
中
野

課
長
の
「
規
模
の
小
さ
い
自
治
体
で
は
職

員
と
住
民
の
距
離
が
近
い
こ
と
に
よ
り
滞

納
処
理
に
甘
さ
が
出
る
面
が
あ
る
」
と
の

発
表
に
対
し
、
渡
邊
氏
か
ら
は
「
自
分
が

払
わ
な
い
保
険
料
（
税
）
を
別
の
人
が
上

乗
せ
で
払
っ
て
お
り
、
顔
が
見
え
る
町
民

だ
か
ら
こ
そ
、
理
解
も
得
ら
れ
や
す
い
と

思
う
。
き
ち
ん
と
説
明
し
、
そ
れ
で
も
払

わ
な
い
人
は
滞
納
処
分
を
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
渋
谷
調
整
官
は
平
成
22
年
度
の

国
保
料
（
税
）
収
納
率
に
ふ
れ
、「
全
国
的

に
上
昇
傾
向
に
あ
る
印
象
を
受
け
て
い
る
」

と
し
、
そ
の
要
因
と
し
て
「
収
納
率
と
の

相
関
関
係
の
深
い
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
上
昇
し
て
い

る
こ
と
、
非
自
発
的
失
業
者
の
保
険
料
の

減
免
制
度
に
よ
り
保
険
料
を
適
正
に
減
免

で
き
る
こ
と
が
収
納
率
向
上
に
反
映
し
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
た
。

光
行
専
門
官
は
、
特
定
健
診
・
保
健
指

導
に
つ
い
て
、「
40
〜
50
代
男
性
の
受
診
率

が
低
い
こ
と
が
市
町
村
国
保
の
共
通
の
課

題
で
あ
り
、
当
該
年
齢
層
を
含
め
受
診
率

全
体
を
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
し

た
。
ま
た
、
特
定
健
診
・
保
健
指
導
の
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、「
健
診
・
保
健
指

導
を
通
じ
た
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
よ
り

住
民
の
健
康
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
今
後

も
継
続
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

保険料（税）収納率向上アドバイザー
財団法人倉敷市保健医療センター
渡邊進一 理事長
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那
須
塩
原
市
は
、
首
都
圏
か
ら
150
㎞
の

栃
木
県
の
北
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

市
の
面
積
の
半
分
は
、
那
須
火
山
帯
に

属
し
た
湯
量
豊
富
な
塩
原
温
泉
郷
や
板
室

温
泉
郷
、
三
斗
小
屋
温
泉
を
は
じ
め
、
箒

川
沿
い
の
四
季
折
々
に
彩
を
見
せ
る
塩
原

渓
谷
や
沼
ッ
原
湿
原
を
代
表
と
し
た
観
光

の
名
所
と
な
る
自
然
豊
か
な
山
岳
部
が
占

め
て
い
ま
す
。

残
り
の
半
分
は
、
北
側
を
那
珂
川
、
南

側
を
箒
川
に
挟
ま
れ
た
緩
や
か
な
傾
斜
の

扇
状
地
で
、
Ｊ
Ｒ
東
北
新
幹
線
と
宇
都
宮

線
の
那
須
塩
原
、
黒
磯
、
西
那
須
野
の
各

駅
周
辺
と
国
道
４
号
と
国
道
４
０
０
号
沿

い
に
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
酪
農
も
盛
ん
で
、
生
乳
の
粗
生

産
額
が
本
州
第
１
位
（
全
国
第
４
位
）
を

誇
っ
て
い
ま
す
。

東
北
自
動
車
道
「
黒
磯
板
室
」
イ
ン

タ
ー
　

チ
ェ
ン
ジ
が
平
成
21
年
に
開
通
し
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
下
り
る
と
正
面
に

那
須
ガ
ー
デ
ン
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
が
あ
り
、

観
光
客
や
近
隣
か
ら
訪
れ
る
人
た
ち
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

人
口
は
、
平
成
23
年
９
月
１
日
現
在
で

世
帯
数
が
４
４，
４
７
３
世
帯
、
人
口
は
、

１
１
７，
３
２
９
人
、
う
ち
国
保
の
被
保
険

者
（
平
成
22
年
平
均
）
は
、
１
９，
６
６
１

世
帯
、
３
７，
７
７
０
人
で
、
全
体
の
約

32
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
本
市
の
国
保
運
営
協
議
会
長
は
、

「
株
式
会
社
ユ
ー
ユ
ー
商
会
」
の
代
表
取
締

役
と
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
や
消
火
器
な
ど

の
設
置
販
売
を
行
う
会
社
を
経
営
さ
れ
る

傍
ら
、
平
成
19
年
か
ら
那
須
塩
原
市
の
国

保
運
営
協
議
会
会
長
を
務
め
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
今
回
で
三
期
、
５
年
目
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
那
須
塩
原
市
商
工
会
（
平
成
22

年
に
黒
磯
と
塩
原
の
商
工
会
が
合
併
）
の

会
長
を
平
成
15
年
か
ら
務
め
、
そ
の
手
腕

を
発
揮
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
那
須
塩
原
市
の
巻
狩
り
ま
つ

り
役
員
会
の
副
会
長
や
建
築
審
査
委
員
、

県
及
び
市
の
都
市
計
画
審
議
会
委
員
、
次

世
代
育
成
支
援
対
策
協
議
会
委
員
な
ど
も

務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

商
工
会
の
事
業
で
独
身
男
性
の
魅
力
を

磨
く
「
男
塾
」
か
ら
発
展
し
、
個
人
で
結

婚
相
談
員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
る
な
ど
、

商
工
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
行
政
の
取
り

組
み
か
ら
市
民
の
生
活
ま
で
、
幅
広
い
分

野
で
市
の
発
展
に
多
大
な
尽
力
を
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
お
い
て
も
そ

の
幅
広
い
知
識
と
経
験
を
生
か
さ
れ
、
そ

の
指
導
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

国保運協会長プロフィール

那須塩原市
渡　邉　克　久

会
長
の一言

「自分の健康は自分自身で」
　国民皆保険は素晴らしい制度です。しかし、高齢化がこ
のまま進行すると、制度そのものが崩壊しかねない事にな
ります。
　国民一人一人が自分自身の健康に責任を持てる仕組み
づくりが、早急に求められています。
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振
り
返
る
と
、
随
分
と
無
茶
（
誌
面
に

は
書
け
な
い
）
を
し
て
き
た
も
の
だ
と
思

う
。
気
が
つ
け
ば
リ
タ
イ
ア
も
近
い
歳
だ

と
い
う
の
に
、
ま
だ
ま
だ
若
い
と
思
い
こ

み
、
つ
い
こ
の
間
ま
で
は
夜
遊
び
を
繰
り

返
し
て
い
ま
し
た
。
罰
が
当
た
っ
た
の
か
、

こ
の
原
稿
依
頼
を
受
け
た
直
後
、
帰
宅
途

中
暗
闇
で
縁
石
に
つ
ま
づ
き
、
右
手
首
を

痛
め
現
在
整
骨
院
に
通
院
し
て
い
ま
す
。

私
は
最
近
、
と
て
も
身
近
な
二
人
の
親
族

と
別
れ
ま
し
た
。
一
人
は
義
父
で
あ
り
、

も
う
一
人
は
甥
で
す
。
義
父
は
三
年
程
前

か
ら
肺
を
患
い
、
家
族
か
ら
好
き
な
タ
バ

コ
を
隠
さ
れ
て
も
止
め
ら
れ
ず
、
最
後
は

私
の
シ
ケ
モ
ク
を
隠
れ
て
吸
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
を
目
撃
し
、
私
自
身
も
タ
バ
コ

を
止
め
る
決
心
を
し
ま
し
た
。
甥
は
感
染

性
の
心
内
膜
炎
で
し
た
。
病
気
に
は
全
く

縁
が
な
い
よ
う
な
子
だ
っ
た
だ
け
に
、
家

族
に
と
っ
て
は
突
然
の
悲
し
み
で
し
た
。

人
間
の
身
体
が
こ
ん
な
に
脆
い
と
思
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
か
く
健

康
で
あ
る
と
、
身
体
へ
の
思
い
や
り
が
疎

か
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
健
康
に
留
意
し
、
甥
の
分
も
長
く
人
生

を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
初
め
て
配
属
さ
れ
た
先
の
先
輩

の
影
響
も
あ
り
、
ゴ
ル
フ
を
長
く
趣
味
と

し
て
き
ま
し
た
。
辞
書
に
よ
る
と
、
趣
味

と
は
「
自
分
の
仕
事
と
し
て
で
は
な
く
て

楽
し
み
と
し
て
愛
好
す
る
事
。
専
門
的

じ
ゃ
な
く
て
楽
し
み
の
要
素
が
強
い
事
」

と
あ
り
ま
す
。
私
が
思
う
に
は
楽
し
く
思

う
事
、
即
ち
自
分
の
人
生
に
楽
し
み
を
プ

ラ
ス
し
て
日
々
の
生
活
を
精
神
的
に
豊
か

に
す
る
事
だ
と
、
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

夢
中
に
な
れ
る
趣
味
が
あ
れ
ば
、
仕
事
等

で
溜
ま
る
ス
ト
レ
ス
も
溜
ま
り
に
く
く
な

る
と
思
う
し
、
運
動
不
足
の
解
消
に
な
っ

た
り
、
健
康
に
も
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

無
理
や
り
で
す
が
『
趣
味
を
満
喫
す
れ
ば

健
康
法
と
な
る
』
と
思
う
の
で
す
。

私
は
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
頃
、
三
つ
の
目
標

を
立
て
ま
し
た
。《
五
下
ハ
ン
デ
ィ
に
な
る
》

《
い
つ
か
は
六
十
台
の
ス
コ
ア
を
出
す
》

《
一
度
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
》
と
て
も
叶

う
目
標
で
は
な
か
っ
た
は
ず
が
、
運
よ
く

全
て
達
成
で
き
ま
し
た
。
次
の
目
標
は
妻

に
も
や
ら
せ
て
、
共
通
の
趣
味
に
す
る
こ

市貝町町民くらし課

課長 河 俣 和 實

と
こ
と
ん
ゴ
ル
フ

私の趣味と
健康法

と
で
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、
全
て
の
都
道
府
県
を

旅
し
た
と
い
う
、
と
て
も
仲
の
良
か
っ
た

義
父
母
た
ち
を
目
標
に
、
こ
れ
か
ら
た
く

さ
ん
旅
行
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
今
回
こ
れ
を
契
機
と
し

て
、「
毎
日
歩
く
こ
と
」「
自
分
の
体
調
に

正
直
に
な
る
こ
と
」
を
実
践
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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　 　項　　目

総人口 30,462人

総世帯数 11,420世帯

国保加入世帯者数 4,000世帯

国保被保険者数 7,843人

国保被保険者加入率 25.74%

被保険者の加入状況

（平成 22年度）

側
に
は
Ｊ
Ｒ
宝
積
寺
駅
を
中
心
に
商
店
街

や
住
宅
地
が
広
が
り
、
そ
の
南
側
に
は
情

報
の
森
と
ち
ぎ
・
宮
内
庁
御
料
牧
場
・
本

田
技
研
工
業
等
が
連
な
る
西
部
台
地
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
情
報
の
森
と
ち
ぎ
で
は
、

研
究
開
発
型
企
業
を
中
心
と
し
た
企
業
立

地
が
進
ん
で
い
ま
す
。
町
の
西
側
に
は
鬼

怒
川
が
南
流
し
、
そ
の
東
沿
岸
の
国
道
４

号
線
沿
い
に
は
水
田
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

高 根 沢 町第95回

高根沢町庁舎

高
根
沢
町
は
、
昭
和
33
年
４
月
１
日
に

阿
久
津
町
と
北
高
根
沢
町
が
合
併
し
て
誕

生
し
ま
し
た
。
古
く
は
関
東
平
野
を
代
表

す
る
米
ど
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
日
で
は
都
市
化
が
進
展
し
、
人

と
自
然
が
ほ
ど
よ
く
調
和
す
る
町
と
し
て

発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

地
理
的
に
は
、
宇
都
宮
市
の
約
12
㎞
北

東
に
位
置
し
、
東
は
丘
陵
を
境
に
那
須
鳥

山
市
、
西
は
南
流
す
る
鬼
怒
川
を
挟
ん
で

宇
都
宮
市
、
南
は
芳
賀
町
、
北
は
さ
く
ら

市
に
接
し
て
い
ま
す
。
町
の
西
端
に
は
国

道
４
号
線
と
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
が
縦
貫
し
て

お
り
、
約
100
㎞
の
距
離
に
あ
る
首
都
圏
に

は
、
宇
都
宮
駅
か
ら
東
北
新
幹
線
で
約
45

分
、
東
北
自
動
車
道
を
利
用
し
て
120
分
程

度
で
到
達
す
る
と
い
う
地
理
的
条
件
に
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
地
勢
は
大
き
く
４
つ
に
区
分
さ

れ
、
東
端
八
溝
山
系
の
丘
陵
地
帯
が
南
北

に
連
な
り
、
中
山
間
的
な
農
村
地
域
に
な

っ
て
い
ま
す
。
中
央
部
は
平
坦
で
広
大
な

水
田
地
帯
で
、
こ
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
町
の

文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
総
合
施
設
で
あ
る
町

民
広
場
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
西

 　　突撃ルポ 保険者みてある
記

　突撃ルポ 保険者みてある
記

第95回
高根沢町

〜 

ま
ち
づ
く
り
の
合
言
葉

ま
ち
づ
く
り
の
合
言
葉

　
　
　
「
手
間
、暇
、か
け
て
」〜

　
　
　
「
手
間
、暇
、か
け
て
」〜

〜 

ま
ち
づ
く
り
の
合
言
葉

　
　
　
「
手
間
、暇
、か
け
て
」〜

高根沢町

宇都宮市
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総
合
窓
口
係
で
は
、
戸
籍
・
住
民
票
に

関
す
る
こ
と
、
印
鑑
登
録
・
外
国
人
登
録

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
険
年
金
係
で
は
、
国
民
健
康

保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
業

務
（
資
格
得
喪
・
変
更
、
被
保
険
者
証
発

行
、
保
険
給
付
等
）、
国
民
健
康
保
険
法
に

基
づ
く
保
健
事
業
、
特
定
健
康
診
査
に
関

す
る
業
務
、
レ
セ
プ
ト
の
収
受
・
点
検
・

補
完
に
関
す
る
業
務
な
ど
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

町
の
広
報
紙
に
よ
り
、

被
保
険
者
へ
国
保
の
現
状
を
周
知

国
保
を
取
り
巻
く
状
況
と
し
て
、
経
済

の
低
迷
な
ど
に
よ
る
国
保
税
収
納
率
の
低

下
や
国
保
税
の
減
収
、
国
保
加
入
者
の
高

齢
化
や
医
療
技
術
の
高
度
化
な
ど
に
よ
る

医
療
費
の
増
大
な
ど
、
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
町
の
広
報
紙
に
お

い
て
毎
月
掲
載
し
て
い
る
国
保
関
連
の
記

事
に
加
え
、
年
間
６
回
に
わ
た
る
特
集

コ
ー
　

ナ
ー
を
設
け
、
高
根
沢
町
の
国
保
財

政
や
医
療
費
の
状
況
、
国
保
税
の
収
納
状

況
な
ど
を
掲
載
し
、
被
保
険
者
へ
国
保
の

現
状
を
伝
え
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
証
の
適
正
な
交
付

税
務
課
と
の
連
携
を
密
に
と
り
、
被
保

険
者
の
現
状
況
、
課
税
や
徴
収
に
関
す
る

状
況
に
応
じ
、
適
正
な
正
規
・
短
期
被
保

険
者
証
や
資
格
証
明
書
の
交
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

特
定
健
診
受
診
率
の
向
上
に
向
け
て

特
定
健
診
に
お
い
て
は
、
５
月
か
ら
12

月
の
間
に
町
内
２
ヶ
所
に
お
い
て
集
団
健

診
の
形
態
に
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
受
診
率
を
み
る
と
平
成
21
年
度
は

29
・
１
％
（
確
定
値
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
特
定
健
診
受
診
率

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
今
年

度
は
未
受
診
者
に
対
し
、
10
月
の
被
保
険

者
証
更
新
時
に
特
定
健
診
の
案
内
の
通
知

を
同
封
す
る
と
と
も
に
、
町
内
商
工
会
を

通
し
て
受
診
勧
奨
の
通
知
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
未
受
診
者
へ
通

知
な
ど
の
案
内
に
よ
る
受
診
勧
奨
に
加
え
、

人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
結
果
を
特
定
健
診
結

果
と
し
て
取
り
込
み
、
少
し
で
も
受
診
率

向
上
が
図
れ
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

昨
今
の
窓
口
相
談
の
状
況

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
被
災
者
が
多
く
、
医
療
費
等
の
一

部
負
担
金
の
免
除
対
象
者
へ
の
還
付
申
請

や
問
い
合
わ
せ
が
多
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
し
た
が
、
現
在
は
そ
の
状
況
も
落
ち

着
い
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
対
策

国
保
財
政
が
逼
迫
し
て
い
る
状
況
を
ふ

ま
え
、
よ
り
一
層
の
重
複
・
頻
回
受
診
者

対
策
や
レ
セ
プ
ト
点
検
の
適
正
化
に
よ
り
、

医
療
費
の
適
正
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
被
保
険
者
に
国
保
の
資
格
取
喪

手
続
き
を
速
や
か
に
行
っ
て
も
ら
う
よ
う
、

高根沢町の町章
（昭和34年12月25日制定）

高を大きくはばたく鳥にデザ
インし、（発展）上部の山は山
脈、下部の波頭は町内三大河
川と町民の融和を表現してい
ます。

住
民
課
（
保
険
年
金
係
）

住
民
課
に
は
、
総
合
窓
口
係
と
保
険
年

金
係
の
２
つ
の
係
が
あ
り
ま
す
。
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プ
し
て
い
ま
す
。
収
納
率
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
窓
口
業
務
を
月
曜
日
と

金
曜
日
に
17
時
15
分
〜
19
時

15
分
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

ま
た
、
速
や
か
な
滞
納
処
分

を
こ
こ
ろ
が
け
、
財
産
調
査

の
徹
底
、
捜
索
、
不
動
産
公

売
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

栃
木
県
地
方
税
徴
収
特
別
対

策
室
と
協
働
で
収
納
率
向
上

へ
の
取
組
み
を
実
施
し
た
他

に
、
国
保
連
合
会
の
「
国
保

税
収
納
率
向
上
支
援
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
モ
デ
ル
事
業
」
に

も
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
国
保
税
現
年
度
分
の
未

納
者
に
早
期
に
納
付
勧
奨
す

る
こ
と
で
新
た
な
滞
納
発
生

を
抑
制
し
、
収
納
率
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
催
告
対
象
者
よ
り
電
話

番
号
を
保
有
し
て
い
る
も
の

を
架
電
対
象
者
と
し
て
、
平

成
22
年
９
月
か
ら
平
成
23
年

２
月
に
か
け
て
自
動
電
話
に

よ
る
催
告
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
併
せ
て
、
現
年
度
催
告

書
送
付
時
に
現
年
度
分
未
納
者
宅
へ
の
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
も
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
執
行
停
止
を

含
む
滞
納
処
分
を
強
化
す
る
こ
と
、
納
税

意
識
の
啓
発
を
図
る
こ
と
に
力
を
入
れ
、

更
な
る
収
納
率
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

健
康
福
祉
課
　
保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
に
は
、

職
員
７
名
（
保
健
師
５
名
、
事
務
職
１
名
、

栄
養
士
（
臨
時
職
員
）
１
名
）
が
在
籍
し

て
お
り
、
町
内
の
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

と
し
て
、
保
健
指
導
、
健
診
、
各
種
健
康

相
談
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
体
験
型
」
に
よ
る

特
定
健
診
結
果
説
明
会
を
開
催

平
成
22
年
度
よ
り
結
果
説
明
会
の
開
催

方
法
を
一
部
変
更
し
、
情
報
提
供
の
方
や

治
療
中
で
「
動
機
付
け
・
積
極
的
支
援
」

に
該
当
し
な
い
方
で
、
生
活
改
善
が
必
要

な
方
を
対
象
に
「
プ
チ
健
康
教
室
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。（
※
健
診
結
果
が
良
好
な

方
に
つ
い
て
は
、
結
果
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。）「
プ
チ
健
康
教
室
」
に
お
い
て
は
、

高
根
沢
町
で
の
健
康
課
題
を
踏
ま
え
た
栄

各
種
広
報
を
と
お
し
周
知
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

税
務
課

高
根
沢
町
税
務
課
は
、
税
務
担
当
10
名
、

収
納
対
策
担
当
４
名
、
訪
問
徴
収
員
３
名

で
対
応
し
て
い
ま
す
。

高
根
沢
町
の
平
成
22
年
度
現
年
度
分
の

国
保
税
収
納
率
は
、
87
・
08
％
と
な
っ
て

お
り
、
前
年
度
よ
り
1.4
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ

し
、
滞
納
繰
越
分
に
つ
い
て
は
、
30
・

37
％
で
、
前
年
度
よ
り
3.74
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ

【平成22年度国民健康保険税自動電話催告接続結果】

９月

10月

11月

12月

１月

２月

※架電対象者について、電話番号データを予め保有している者、及び電話番号が不明の場合、電話番号を照会し補完した者の合計
を指す。
※接続件数について、世帯主本人応答接続、家族応答接続、留守電及び無回答接続の件数を含む。
※各月の2日目及び3日目の催告について、世帯主本人へ未接続だったものへ再架電した。

実　　施　　日

合　　計

１期

２期

３期

４期

５期

６期

24日・26日

22日・24日・25日

26日・28日・29日

17日・19日・20日

21日・23日・24日

18日・20日・21日

納　期

276

 308

338

 289

467

 288

1,966

催告対象者数
（Ａ）

155

155

 163

 131

 247

 137

988

架電対象者数
（Ｂ）

199

 279

 289

 217

 409

 237

1,630

接続件数
（Ｃ）

  52

 57

 54

43

 94

  44

344

世帯主本人応答接続（Ｄ）

33.5%

36.8%

33.1%

32.8%

38.1%

32.1%

34.8%

構成（D/B）

1

4

5

1

12

4

27

番号違い
（Ｅ）



ム
教
室
」
や
「
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
」
は

好
評
で
、
１
回
の
開
催
に
約
30
名
程
度
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
保
被
保
険

者
に
お
け
る
生
活
習
慣
病
疾
患
で
の
医
療

機
関
の
受
診
状
況
を
み
る
と
、
高
血
圧
性

疾
患
が
多
い
こ
と
か
ら
、
運
動
教
室
と
と

も
に
「
血
液
サ
ラ
サ
ラ
教
室
」
を
開
催
し
、

食
事
な
ど
に
よ
る
血
液
の
状
態
か
ら
高
血

圧
性
疾
患
に
つ
な
が
る
危
険
性
を
テ
ー
マ

と
し
た
講
話
を
行
う
と
と
も
に
、
旬
の
食

材
を
使
っ
た
健
康
ラ
ン
チ
の
調
理
や
試
食

を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
女
性
だ
け

で
な
く
、
男
性
に
も
参
加
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
支
援

各
種
健
康
教
室
な
ど
を
行
っ
て
い
る
な

か
で
、
女
性
の
健
康
意
識
が
高
く
な
っ
て

い
る
こ
と
は
実
感
で
き
る
も
の
の
、
男
性

の
町
の
事
業
へ
の
参
加
が
少
な
い
こ
と
も

あ
り
、
男
性
の
健
康
意
識
を
盛
り
上
げ
て

い
く
こ
と
が
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
支
援
と
し
て
、

自
分
自
身
の
健
康
づ
く
り
に
関
心
を
も
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
各
種
健
診
の
利
用
や

健
康
づ
く
り
教
室
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、

健
康
意
識
の
向
上
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

9

養
指
導
と
し
て
自
宅
の
味
噌
汁
を
持
参
し

塩
分
測
定
を
行
な
っ
た
り
、
運
動
指
導
士

の
も
と
実
際
に
身
体
を
動
か
す
運
動
指
導

を
行
っ
た
り
、
生
活
の
見
直
し
に
つ
な
が

る
よ
う
な
「
体
験
型
」
の
指
導
も
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

各
種
健
康
づ
く
り
教
室
を
開
催

住
民
が
自
ら
の
健
康
づ
く
り
を
進
ん
で

行
え
る
よ
う
、
各
種
健
康
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
自
宅
で
出
来
る
運
動

と
し
て
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
取
り
入
れ

た
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
「
す
っ
き
り
ス
リ 味噌汁の塩分を測定

エアロビクス教室

血液サラサラ教室

保健センター
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１．
肥
満
は
保
険
者
全
体
の
医
療
費
を

増
や
し
て
い
る
の
か
？

前
回
、
滋
賀
県
７
町
１
村
（
当
時
）
の

国
保
加
入
者
で
、
肥
満
の
有
無
、
危
険
因

子
（
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
血
症
）
の
個
数
と
健
診
受
診
後
10
年

間
の
月
平
均
医
療
費
の
関
連
を
み
る
と
、

危
険
因
子
の
個
数
が
同
じ
場
合
、
肥
満
が

あ
る
ほ
う
が
個
人
の
医
療
費
は
高
く
、
だ

い
た
い
危
険
因
子
が
１
個
増
え
た
時
と
同

じ
額
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
高
血
圧
の
分
析
で
示
し

た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
国
保
医
療
費
全
体

に
占
め
る
肥
満
に
よ
る
過
剰
医
療
費
（
余

分
に
か
か
っ
た
医
療
費
）
の
割
合
を
み
る

と
少
し
様
子
が
異
な
り
ま
す
。

図
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
横
棒
グ
ラ
フ

は
危
険
人
数
と
肥
満
の
有
無
で
分
け
た
各

群
の
一
人
あ
た
り
の
平
均
総
医
療
費
を
示

し
て
い
ま
す
。
こ
の
分
析
に
用
い
た
４，

４
７
８
人
の
う
ち
、
最
も
医
療
費
が
低
か

っ
た
の
は
危
険
因
子
が
０
個
で
肥
満
が
な

い
群
（
図
の
「
異
常
な
し
＋
肥
満
な
し
」）

で
し
た
（
１
５，

３
７
７
円
）。
そ
し
て
他

の
群
の
医
療
費
で
こ
れ
よ
り
も
医
療
費
が

高
く
な
っ
て
い
る
部
分
を
「
過
剰
医
療
費
」

と
考
え
て
、
そ
の
部
分
の
色
を
変
え
て
表

示
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
一
番
下
の
「
肥

満
あ
り
＋
危
険
因
子
２
個
以
上
」
の
一
人

あ
た
り
総
医
療
費
は
２
６，

７
８
２
円
な

の
で
、「
異
常
な
し
＋
肥
満
な
し
」
と
比
べ

て
１
１，

４
０
５
円
高
く
、
こ
れ
が
過
剰

医
療
費
に
な
り
ま
す
。
当
然
、
過
剰
医
療

費
は
こ
の
群
が
最
も
高
い
の
で
す
が
、
よ

く
見
る
と
こ
の
群
に
分
類
さ
れ
る
の
は
２

２
６
人
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
人
数
に
過

剰
医
療
費
を
乗
じ
る
と
高
血
圧
で
示
し
た

よ
う
に
国
保
医
療
費
全
体
に
占
め
る
過
剰

教授　岡 村 智 教
慶應義塾大学医学部　衛生学公衆衛生学

特 別 寄 稿

生活習慣病予防・医療費適正化に向けた
特定健診・特定保健指導データの活用

第第3回第3回

医
療
費
の
割
合
を
計
算
で
き
ま
す
が
、
そ

の
値
は
僅
か
2.9
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

す
な
わ
ち
「
肥
満
あ
り
＋
危
険
因
子
２
個

以
上
」
の
人
に
保
健
指
導
を
し
て
全
員
正

常
化
し
た
と
し
て
も
、
全
体
の
医
療
費
は

約
３
％
し
か
減
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
、「
肥
満
な
し
＋
危
険
因
子
１
個
」
に

分
類
さ
れ
た
人
は
１，

３
３
６
人
も
い
る

た
め
こ
こ
の
過
剰
医
療
費
は
13.1
％
も
あ
り

ま
し
た
。
な
お
「
肥
満
な
し
＋
危
険
因
子

１
個
」
の
グ
ル
ー
プ
の
過
半
数
は
「
肥
満

を
伴
わ
な
い
高
血
圧
」
で
占
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
す
な
わ
ち
１
９
９
０
年
か
ら
２

０
０
０
年
に
か
け
て
の
滋
賀
県
の
こ
の
地

域
で
は
、
肥
満
に
よ
る
危
険
因
子
の
重
な

り
よ
り
も
高
血
圧
単
独
の
ほ
う
が
医
療
費

を
大
き
く
押
し
上
げ
て
い
た
わ
け
で
す
。

こ
の
内
容
は
既
に
論
文
と
し
て
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
そ

ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
（O

kam
ura
T
,et

al.Circ
J
2007;71:807-813

）。

２．
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
と

ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ

そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
大
人
数
の
集
団

（
例
え
ば
肥
満
を
伴
わ
な
い
高
血
圧
な
ど
）

も
保
健
指
導
の
対
象
に
し
た
ほ
う
が
い
い

の
で
し
ょ
う
か
？
　
そ
れ
は
ケ
ー
ス
バ
イ

ケ
ー
ス
で
す
。
も
し
肥
満
者
（
メ
タ
ボ
リ

図１．危険因子の集積と肥満による過剰医療費
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ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
の
保
健
指
導
現
場

で
閑
古
鳥
が
鳴
い
て
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
に

も
余
裕
が
あ
る
場
合
な
ど
は
こ
の
よ
う
な

非
肥
満
の
対
象
者
に
も
保
健
指
導
を
し
た

ほ
う
が
望
ま
し
い
と
言
え
ま
す
。
し
か
し

保
健
事
業
の
予
算
や
マ
ン
パ
ワ
ー
に
は
限

り
が
あ
る
た
め
、
既
に
メ
タ
ボ
の
保
健
指

導
で
手
い
っ
ぱ
い
、
ま
た
は
非
肥
満
の
対

象
者
の
数
が
非
常
に
多
い
な
ど
、
全
員
に

保
健
指
導
を
行
う
の
が
不
可
能
な
状
況
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

一
つ
の
方
法
と
し
て
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
ま
す
。
図
２
と
図

３
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
図
は
あ

る
集
団
に
お
け
る
循
環
器
病
の
発
症
危
険

度
別
の
人
数
の
分
布
を
示
し
て
い
ま
す
。

山
の
頂
点
が
平
均
値
（
平
均
的
な
発
症
危

険
度
）
を
示
し
、
右
に
行
く
ほ
ど
危
険
度

が
高
く
、
左
に
行
く
ほ
ど
危
険
度
が
低
く

な
り
ま
す
。
ま
た
平
均
値
付
近
の
人
数
が

最
も
多
く
、
両
端
に
行
く
ほ
ど
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
（
正
規
分
布
）。
図
２
は
ハ
イ

リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
の
模
式
図
で
す
が
、

最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
集
団
全
体
を
何
ら
か

の
基
準
で
線
引
き
し
て
（
例：

メ
タ
ボ
の

有
無
）、
そ
の
基
準
に
あ
て
は
ま
る
ハ
イ
リ

ス
ク
の
人
（
有
所
見
者
）
に
支
援
を
行
う

こ
と
で
す
。
た
だ
し
支
援
（
保
健
指
導
や

治
療
）
は
基
準
に
ひ
っ
か
か
っ
た
人
に
だ

け
行
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
以
外
の
人
に
は

効
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基
準
に
ひ
っ
か
か

ら
な
い
人
の
中
で
も
リ
ス
ク
の
差
が
あ
り
、

特
に
真
ん
中
あ
た
り
の
人
数
（
グ
ラ
フ
の

頂
点
の
周
り
）
は
多
い
の
で
、
こ
こ
か
ら

た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
が
発
症
し
ま
す
。

こ
こ
を
何
と
か
し
よ
う
と
す
る
と
基
準
を

も
っ
と
左
側
に
持
っ
て
い
く
し
か
な
く
、

ど
ん
ど
ん
支
援
す
べ
き
対
象
者
数
が
増
え

て
し
ま
い
ま
す
。

図
３
は
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー

チ
の
模
式
図
で
す
。
こ
ち
ら
の
ポ
イ
ン
ト

は
線
引
き
を
し
な
い
で
全
体
（
山
）
を
動

か
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
（
右
の
山

が
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
実
施

前
、
左
の
山
が
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ

ロ
ー
チ
の
実
施
後
）。
具
体
的
な
手
法
の
例

は
図
に
示
し
て
い
ま
す
が
、
一
般
的
な
の

は
「
行
動
変
容
の
た
め
の
情
報
提
供
」
で

あ
り
、
国
民
全
体
に
正
し
い
知
識
を
普
及

し
て
い
く
こ
と
は
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア

プ
ロ
ー
チ
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。
例
え

ば
高
血
圧
の
人
に
限
ら
ず
誰
で
も
塩
分
摂

取
量
は
少
な
い
ほ
う
が
健
康
に
い
い
の
で
、

「
塩
分
摂
取
量
は
１
日
９
グ
ラ
ム
未
満
に
し

ま
し
ょ
う
」
と
全
国
民
に
呼
び
か
け
れ
ば

ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
に
な
り

ま
す
。
一
方
、「
高
血
圧
の
人
は
塩
分
摂
取

量
を
１
日
６
グ
ラ
ム
未
満
に
し
ま
し
ょ
う
」

と
す
れ
ば
、
高
血
圧
と
い
う
線
引
き
を
し

て
い
る
の
で
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
の
評
価
は
集
団
全
体
の

平
均
値
の
比
較
で
行
わ
れ
ま
す
。
図
３
の

２
つ
の
山
の
頂
点
と
頂
点
の
間
の
距
離
が
、

ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
の
評
価

指
標
と
な
る
集
団
全
体
の
平
均
値
の
推
移

で
す
。
こ
の
値
は
し
ば
し
ば
小
さ
い
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
（
血
圧
な
ら
３
〜
４
mmHg

と
か
）、
個
人
の
血
圧
が
３
〜
４
mmHg
動
い
た

の
と
は
ま
っ
た
く
意
味
が
異
な
り
、
集
団

全
体
（
山
）
が
動
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
こ
の
予
防
対
策
効
果
は
非

常
に
大
き
い
の
で
す
（
線
引
き
を
し
て
い

な
い
の
で
全
員
に
効
力
を
発
揮
で
き
る
た

め
）。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
広
報
や
雑
誌
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
は
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
今
後
こ
れ
ら
の
活
用
法
に
つ
い
て

も
十
分
吟
味
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
実
際
の
現
場
で
は
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

図２．健康づくりの基本戦略（１）
―ハイリスクアプローチ―

図３．健康づくりの基本戦略（１）
―ポピュレーションアプローチ―
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ア
プ
ロ
ー
チ
と
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ

の
境
が
曖
昧
な
例
も
多
い
た
め
、
両
者
の

整
合
性
を
保
ち
な
が
ら
同
時
に
推
進
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

３．
再
び
、
健
診
デ
ー
タ
と

国
保
医
療
費
デ
ー
タ
の
突
合

今
回
と
前
回
、
高
血
圧
と
肥

満
を
例
に
し
て
滋
賀
県
７
町
１

村
（
当
時
）
で
の
追
跡
調
査
の

結
果
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
解
析
は
、
1）
健
診
実

施
時
期
が
約
20
年
前
と
古
い
こ

と
（
１
９
９
０
年
）、
2）
健
診

項
目
が
現
在
と
異
な
る
こ
と

（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
ト

リ
グ
リ
セ
ラ
イ
ド
、
血
糖
値
の

情
報
が
な
い
）、
3）
対
象
地
域

が
町
村
の
み
で
市
域
を
含
ま
な

い
こ
と
、
な
ど
か
ら
最
近
の
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
参

考
資
料
と
す
る
に
は
や
や
一
般

性
が
な
い
と
い
う
指
摘
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
２
０
０
６
年

に
再
度
、
よ
り
広
く
滋
賀
県
内

に
呼
び
か
け
て
２
０
０
０
年
〜

２
０
０
５
年
の
基
本
健
診
デ
ー

タ
を
収
集
し
、
健
診
受
診
後
５

年
間
の
国
保
医
療
費
と
突
合
す

岡村　智教（おかむらとものり）
（略　　歴）
1964年生まれ、1982年山口県立萩高等学校卒業、1988年 筑波大学医学部卒業。同年、厚生省健康政策
局計画課および高知県土佐山田保健所、1993年 大阪府立成人病センター循環器検診科、2000年 滋賀医科
大学福祉保健医学講座助教授、2007年 国立循環器病センター予防検診部長、2010年 慶應義塾大学衛生学
公衆衛生学教授（現職）

（所属学会）
日本動脈硬化学会理事。日本公衆衛生学会、日本疫学会、日本アルコール薬物医学会、日本循環器病管理研
究協議会各評議員。

（委員等）
厚生労働省「医療費統計の整備に関する検討会」、「特定健診・特定保健指導の実施に関するワーキンググル
ープ」、「慢性疾患対策の更なる充実に向けた検討会」、総務省消防庁「救急統計活用検討会構成員」の各委員
を歴任。

プロフィール

る
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
特
定

健
診
開
始
前
と
い
う
時
流
に
も
合
致
し
て

お
り
、
県
内
の
す
べ
て
の
自
治
体
（
26
市

町
）
か
ら
こ
の
研
究
へ
の
協
力
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
期
間
を
５
年
と

し
た
の
は
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の

実
施
基
準
の
見
直
し
の
期
間
に
合
わ
せ
た

た
め
で
す
。

収
集
し
た
デ
ー
タ
の
枠
組
み
を
図
４
に

示
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
別
々
に
管
理
さ

れ
て
い
た
基
本
健
診
デ
ー
タ
と
国
保
医
療

費
デ
ー
タ
（
外
来
、
入
院
、
保
険
調
剤
費
）

を
カ
ナ
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
を
キ
ー

に
し
て
突
合
し
ま
し
た
。
こ
の
際
、
基
本

健
診
デ
ー
タ
が
複
数
あ
る
場
合

は
当
該
期
間
の
最
も
古
い
年
の

健
診
デ
ー
タ
を
用
い
、
さ
ら
に

特
定
健
診
に
合
わ
せ
て
40
〜
74

歳
の
者
を
対
象
と
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
４
４，

８
９
２
人

に
つ
い
て
基
本
健
診
と
国
保
医

療
費
の
関
連
が
検
討
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

今
ま
で
紹
介
し
て
き
た
デ
ー
タ

と
比
べ
て
、
人
数
が
約
10
倍
、

調
査
時
期
が
10
年
以
上
新
し
く

な
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
で
は
こ
の
新
し
い
デ
ー
タ
で

は
、
肥
満
や
危
険
因
子
と
医
療

費
の
関
連
は
ど
う
な
っ
て
い
た

で
し
ょ
う
か
？
　
ま
た
こ
の
よ

う
な
デ
ー
タ
を
実
際
の
特
定
健

康
診
査
等
実
施
計
画
に
ど
う
役

立
て
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ

う
か
？
　
次
回
は
そ
の
話
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

図4．滋賀県での全県解析　2006年



13

各
市
町
を
訪
問
し
、
収
納
率
ア
ッ
プ
を

目
指
し
た
取
り
組
み
状
況
を
ル
ポ
い
た
し

ま
す
。

平
成
20
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の

企
画
は
第
11
回
目
を
迎
え
、
今
回
は
鹿
沼

市
に
お
じ
ゃ
ま
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鹿
沼
市
の
納
税
課
は
、
課
長
以
下
、
税

外
収
入
対
策
担
当
１
名
、
納
税
管
理
係
５

名
、
納
税
推
進
係
９
名
の
職
員
と
臨
時
嘱

託
員
４
名
の
計
20
名
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
納
税
推
進
係
よ
り
県
の
地
方
税
収

納
特
別
対
策
室
に
職
員
１
名
を
派
遣
し
て

い
ま
す
。

鹿
沼
市
の
国
民
健
康
保
険
税
（
以
下
、

国
保
税
）
の
収
納
率
は
、
平
成
21
年
度

（
平
成
22
年
５
月
31
日
現
在
）
に
お
い
て
は
、

現
年
度
課
税
分
84
・
３
％
で
対
前
年
度
比

1.1
％
の
減
、
滞
納
繰
越
分
は
17
・
２
％
で

対
前
年
度
比
3.2
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
（
平
成
23
年
５
月
31
日
現
在
）

に
お
い
て
は
現
年
度
課
税
分
84
・
２
％
で

対
前
年
比
0.1
％
の
減
、
滞
納
繰
越
分
は

17
・
５
％
で
対
前
年
比
0.3
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

国
保
税
収
納
率
向
上
へ
の
取
組
み
　

（
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
）

◆
納
付
機
会
の
拡
大
に
向
け
て

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
を
開
始

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
に
よ
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
、
24
時
間
手
続

き
が
で
き
る
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
」
を
平

成
23
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
の
特
定
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

に
お
け
る
指
示
に
従
い
、
手
持
ち
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
納
税
通
知
書
の
情
報
を

入
力
及
び
確
認
す
る
こ
と
で
支
払
手
続
き

が
行
え
ま
す
。
現
在
、
国
保
税
を
は
じ
め
、

固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車

税
、
市
県
民
税
の
納
付
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
口
座
振
替
の
推
進

平
成
22
年
度
に
口
座
振
替
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
新
規
に
市
税
の

口
座
振
替
を
申
し
込
み
さ
れ
た
納
税

者
を
対
象
に
、
市
内
温
泉
施
設
や
美

術
館
な
ど
の
教
養
施
設
へ
の
無
料
招

待
券
を
配
布
し
、
口
座
振
替
の
推
進

を
図
り
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期

間
中
に
１，

０
５
９
件
の
新
規
申
請

収納率あっぷルポ収納率あっぷルポ収納率あっぷルポ鹿沼市
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○
差
押
の
強
化

滞
納
者
に
対
し
、
預
金
、
生
命
保

険
、
給
与
等
の
差
押
を
積
極
的
に
行

っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
差
押
え
の
状
況
と

し
て
は
、
主
に
預
金
や
生
命
保
険
で

の
差
押
え
が
多
く
、
全
税
目
で
の
差

押
件
数
は
231
件
と
前
年
度
比
約
18
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
実
施

平
成
22
年
度
か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
公
売
を
実
施
し
て
お
り
、
自
動

車
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
水
中
ポ
ン
プ
、

カ
メ
ラ
な
ど
の
動
産
18
件
な
ど
を
公

売
し
ま
し
た
。

国
保
税
収
納
率
向
上
に
向
け
た
今
後
の

課
題
と
対
策

現
年
度
課
税
分
に
つ
い
て
は
納
期
内
の

納
付
を
推
進
し
、
新
た
な
滞
納
者
の
発
生

を
極
力
抑
え
る
と
と
も
に
、
滞
納
繰
越
分

に
つ
い
て
は
、
滞
納
者
の
担
税
力
を
的
確

に
把
握
す
る
た
め
財
産
調
査
や
臨
戸
訪
問

を
行
い
、
滞
納
処
分
を
行
う
の
か
、
ま
た

は
執
行
停
止
に
す
る
の
か
の
判
断
を
速
や

か
に
行
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
や
東
日
本

大
震
災
な
ど
の
影
響
か
ら
収
入
が
減
っ
た
、

な
く
な
っ
た
と
の
相
談
が
多
く
、
年
税
額

に
満
た
な
い
小
額
の
分
納
が
多
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
後
…

鹿
沼
市
で
は
平
成
18
年
度
に
国
保
連
合

会
の
「
徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設
置
事
業
」

を
実
施
し
、
徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る

篠
塚
三
郎
先
生
よ
り
滞
納
処
分
に
関
す
る

具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
相
談
し
た
案
件

に
お
い
て
は
徴
収
が
困
難
な
案
件
も
あ
り
、

直
接
的
な
完
納
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
滞
納
整
理
に
対
す
る
職
員
の
意
識
改

革
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
そ
の
影
響
も
あ

り
、
平
成
19
年
度
に
は
差
押
え
の
件
数
が

全
税
目
で
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
鹿
沼
市
納
税
課
の
取
組
み
に

つ
い
て
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
の
な
か
で
も
市
独
自
に
採
用
し
た
徴
収

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
効
果
に
興
味
が
湧
き
ま

し
た
。
本
会
に
お
い
て
も
平
成
16
年
度
よ

り
「
徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設
置
事
業
」
を

実
施
し
て
お
り
、
保
険
者
の
ニ
ー
ズ
を
ふ

ま
え
、
よ
り
有
益
な
事
業
と
し
て
運
営
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

鹿
沼
市
納
税
課
の
皆
様
、
お
忙
し
い
中

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

が
あ
り
、
平
成
23
年
度
第
１
期
納
付

時
点
に
お
け
る
国
保
税
の
口
座
振
替

率
は
36
・
８
％
と
前
年
度
比
0.1
％
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
コ
ン
ビ
ニ
納
付
を
実
施

平
成
20
年
度
よ
り
軽
自
動
車
税
に

つ
い
て
実
施
し
、
平
成
22
年
度
よ
り

軽
自
動
車
税
・
市
県
民
税
・
固
定
資

産
税
・
国
保
税
の
４
税
に
つ
い
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
国
保
税
の
納
付
方

法
別
収
納
状
況
を
み
る
と
、
コ
ン
ビ

ニ
収
納
は
現
年
課
税
分
収
入
済
額
の

7.4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
督
促
状
に
伴
う
納
付
に
つ

い
て
、
平
成
23
年
度
よ
り
コ
ン
ビ
ニ

や
郵
便
局
で
の
取
り
扱
い
を
始
め
て

い
ま
す
。

○
窓
口
開
設
時
間
の
延
長

通
常
、
毎
週
月
曜
日
の
窓
口
業
務

の
延
長
（
午
後
７
時
15
分
）
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
に
お

い
て
は
、
電
力
需
給
問
題
に
よ
る
節

電
対
策
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、
７

月
１
日
か
ら
10
月
１
日
の
期
間
に
お

い
て
、
水
曜
日
の
午
後
に
窓
口
を
閉

庁
し
、
土
曜
日
の
午
前
に
開
庁
し
ま

し
た
。

◆
滞
納
整
理
の
強
化

滞
納
整
理
に
つ
い
て
は
、
栃
木
県
地
方

税
特
別
対
策
室
と
協
働
で
そ
の
強
化
に
努

め
て
い
ま
す
。

○
市
独
自
に
徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
設
置

課
題
で
あ
る
滞
納
者
対
策
の
強
化

と
し
て
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
る

滞
納
案
件
の
分
析
、
財
産
調
査
、
滞

納
処
分
の
手
法
を
職
員
に
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
22
年
度
に
お
い
て
は
、
元
信
用
金

庫
職
員
Ｏ
Ｂ
を
徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
採
用
し
ま
し
た
。
徴
収
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
各
滞
納
案
件
に
対
す
る

民
間
の
視
点
で
の
現
状
分
析
か
ら
そ

の
対
応
方
法
を
見
出
す
こ
と
に
よ
り
、

職
員
に
よ
る
滞
納
者
と
の
納
税
相
談

に
お
い
て
は
、
徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
処
理
方
針
に
よ
る
対
応
が
可
能
と

な
り
、
適
切
な
滞
納
処
分
を
行
う
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

職
員
の
疑
問
に
対
し
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
徴
収
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る
分
析
結
果
を
ふ
ま
え

滞
納
処
分
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ど
の
よ
う
に
生
か

し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
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第7回 介
護 

ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

介
護 

ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

忘
れ
え
ぬ
人
々
（
そ
の
３
）

高橋紘一

前
号
に
引
き
続
き
、
私
の
養
護
老
人
ホ

ー
ム
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
で
の
勤
務
経
験
を
と
お
し
、
そ

こ
で
出
会
っ
た
今
も
心
に
残
る
人
を
報
告

し
、
私
を
含
め
読
者
の
皆
様
に
「
老
い
」

を
考
え
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま

す
。三．

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
Ｗ
さ
ん

（
女
性
）
に
つ
い
て

私
は
、
現
在
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
含
め
て
３
ヶ
所
に
勤
務
し
ま
し
た
。
前

の
２
ヶ
所
は
処
置
時
代
で
今
の
生
き
い
き

の
里
は
措
置
制
度
と
介
護
保
険
制
度
の
双

方
を
体
験
し
ま
し
た
。
勿
論
、
老
人
ホ
ー

ム
の
運
営
上
の
様
変
わ
り
を
体
験
す
る
わ

け
で
す
が
、
入
所
利
用
の
お
年
寄
り
に
も

大
き
な
変
化
が
見
え
て
い
る
の
に
気
づ
き

ま
し
た
。
あ
れ
ほ
ど
頻
繁
に
な
っ
た
徘
徊

セ
ン
サ
ー
が
こ
こ
３
〜
４
年
サ
ッ
パ
リ
な

ら
な
い
の
で
す
。
入
所
す
る
お
年
寄
り
の

状
態
層
（
段
階
）
に
明
ら
か
な
変
化
が
あ

る
。
認
知
症
の
お
年
寄
り
は
い
ま
す
が
、

「
徘
徊
」
で
き
る
ほ
ど
歩
け
な
い
お
年
寄
り

ば
か
り
で
す
。「
徘
徊
」
を
卒
業
し
て
き

た
？
　
で
は
、
認
知
症
と
い
わ
れ
る
お
年

寄
り
の
見
せ
る
「
徘
徊
」
す
る
人
々
は
ど

こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
身
近
に
は

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利

用
し
て
い
ま
す
が
、
す
た
す
た
歩
け
る
ほ

ど
で
は
な
く
、
ど
う
も
危
な
っ
か
し
い
状

態
で
す
の
で
、
玄
関
に
座
っ
て
外
を
見
な

が
ら
「
早
く
帰
り
た
い
」
程
度
で
情
動
不

安
も
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
実
は
開
設

当
初
、
ど
う
い
う
状
態
で
あ
れ
、
薬
や
セ

ン
サ
ー
で
管
理
や
監
視
は
し
た
く
な
い
と

思
っ
て
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
向
精
神
薬

は
切
ら
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
し
、
セ

ン
サ
ー
も
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
る
年
の
２
月
半
ば
、
男
性
利
用
客
が
夕

食
時
に
い
な
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。
私
は

浴
室
に
い
ま
し
た
が
、
何
度
も
出
入
り
す

る
彼
の
姿
を
見
て
い
ま
す
。「
今
日
は
や
け

に
動
き
が
早
い
な
」
と
感
じ
て
い
ま
し
た

が
、
他
の
職
員
に
は
「
要
注
意
」
の
促
し

は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
ん
な
些
細
な
こ

と
が
、
つ
ま
り
は
危
険
を
は
ら
み
、
重
大

な
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
理
想
と
現
実

の
境
目
で
す
。
私
は
「
認
知
症
の
方
の
無

防
備
性
」
に
つ
い
て
全
く
無
知
で
あ
っ
た

と
い
え
ま
す
。
職
員
は
も
と
よ
り
、
家
族
、

親
族
の
方
、
Ｏ
警
察
所
、
地
元
消
防
団
、

彼
の
地
元
の
Ｊ
Ａ
か
ら
も
応
援
に
。
風
の

強
い
寒
い
日
で
し
た
。
暗
く
な
る
前
に
と

気
持
ち
は
焦
る
の
で
す
が
、
あ
っ
と
い
う

間
に
７
時
８
時
に
な
り
、
そ
れ
で
も
見
つ

か
り
ま
せ
ん
。
11
時
に
な
り
一
旦
捜
索
を

打
ち
切
り
、
職
員
の
み
で
道
と
い
う
道
を

「
も
し
や
歩
い
て
や
し
な
い
か
」
と
い
う
微

か
な
期
待
を
こ
め
て
今
一
度
点
検
し
た
の

で
す
が
駄
目
で
し
た
。
認
知
症
の
人
の
水

と
の
関
わ
り
は
深
い
こ
と
も
知
っ
て
い
ま

し
た
。
隣
は
箒
川
で
、
箒
川
に
注
ぐ
小
さ

な
川
も
何
本
か
あ
り
ま
す
。
川
べ
り
を
歩

き
な
が
ら
、
昨
夏
の
鮎
の
解
禁
時
に
釣
り

人
か
ら
「
川
を
歩
い
て
い
る
年
寄
り
が
い

る
」
と
い
う
通
報
が
あ
り
、
迎
え
に
い
っ

た
こ
と
ま
で
思
い
出
し
ま
し
た
。
こ
の
時

は
幸
い
軽
い
怪
我
で
済
み
ま
し
た
。「
と
に

か
く
運
動
神
経
は
抜
群
で
、
運
動
会
、
体

育
会
と
い
え
ば
常
連
選
手
で
し
た
」
と
い

う
言
葉
が
ち
ら
つ
き
ま
す
。「
20
㎞
く
ら
い

歩
く
の
は
わ
け
な
い
か
」
と
彼
の
郷
里
が

浮
か
ん
で
も
き
ま
す
。
職
員
の
目
だ
け
で

は
足
り
な
い
と
知
り
、
30
分
ご
と
の
確
認

も
行
っ
て
い
た
こ
と
で
し
た
。
建
物
も
ど

こ
か
ら
か
で
も
外
へ
出
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
、「
出
口
の
な
い
家
」
で

は
な
く
、「
閉
塞
感
よ
り
開
放
感
。
束
縛
よ

り
自
由
。」
の
う
た
い
文
句
（
本
気
で
そ
う
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目
指
そ
う
と
し
た
の
で
す
）
に
は
な
る
の

で
す
。
し
か
し
、
命
の
危
険
と
引
き
換
え

で
は
、
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

翌
朝
、
再
び
捜
索
が
始
ま
り
１
時
間
も

し
な
い
う
ち
に
消
防
団
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

っ
て
、
彼
は
死
体
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
か
ら
500
ｍ
も
な
い
箒
川
に
注
ぐ
、

土
手
の
高
さ
約
1.5
ｍ
位
、
幅
1.5
ｍ
、
水
深

10
㎝
位
の
川
の
中
央
で
う
つ
ぶ
せ
に
亡
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
ま
で
歩
く
に
は

川
べ
り
の
藪
を
通
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
明
か
り
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

誤
っ
て
転
落
し
た
か
は
不
明
で
す
。「
近
く

ま
で
行
っ
た
の
に
、
ま
さ
か
こ
こ
を
歩
く

と
は
」
と
い
う
職
員
も
い
ま
し
た
。
藪
の

深
さ
か
ら
「
こ
こ
は
通
れ
な
い
だ
ろ
う
」

と
い
う
こ
ち
ら
の
想
像
力
が
全
く
通
じ
な

い
世
界
に
彼
は
生
き
て
い
た
と
い
う
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。
検
視
の
結
果
は
「
凍
死
」

で
し
た
。
セ
ン
サ
ー
を
入
れ
た
の
は
こ
の

と
き
で
す
。「
い
く
ら
立
派
な
こ
と
を
言
っ

て
も
、
人
が
死
ん
だ
ん
じ
ゃ
ど
う
に
も
な

ら
な
い
。
言
う
だ
け
な
ら
誰
に
で
も
で
き

る
。」
そ
の
通
り
で
す
。
か
と
い
っ
て
「
徘

徊
の
人
の
受
け
入
れ
を
諦
め
た
」
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
以
来
、
卑
怯
の

様
で
も
「
万
が
一
」
の
こ
と
を
最
初
に
話

し
、
了
解
を
得
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

一
歩
後
退
で
す
。

Ｗ
さ
ん
は
夫
と
と
も
に
農
作
業
で
暮
ら

し
を
立
て
て
き
ま
し
た
か
ら
、
小
柄
な
が

ら
足
腰
の
十
分
に
鍛
え
ら
れ
た
人
で
し
た
。

お
か
し
い
と
気
づ
い
た
の
は
い
つ
か
。
普

段
は
勤
め
に
出
て
、
忙
し
い
時
に
農
作
業

を
手
伝
う
と
い
う
息
子
は
こ
う
話
し
ま
し

た
。「
よ
く
働
く
元
気
な
お
袋
で
し
た
か
ら
、

ぜ
ん
ぜ
ん
気
づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
金

を
盗
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
あ
る
時
、
隣
の
家
の
人
が
知
ら

せ
て
く
れ
た
の
で
す
。
作
っ
て
い
る
野
菜

を
一
輪
車
で
運
ぶ
。
台
所
の
食
器
を
家
へ

運
ん
で
く
る
の
で
お
か
し
い
と
思
っ
た
と
。

野
菜
の
時
は
食
べ
て
く
れ
と
で
も
思
っ
て

い
た
が
、
食
器
も
と
な
る
と
お
か
し
い
と

な
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
病
院
に
行
っ
た

ら
『
認
知
症
』
と
言
わ
れ
入
院
し
て
い
ま

し
た
。
こ
ん
な
状
態
で
す
が
入
所
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。」

「
薬
を
一
旦
切
ら
し
て
も
ら
っ
て
い
い

か
。
ど
ん
な
状
態
に
な
る
か
様
子
を
見
て

み
た
い
」
と
今
思
え
は
性
懲
り
も
な
く
大

層
な
こ
と
を
言
っ
た
も
の
だ
と
赤
面
も
の

で
し
た
が
、
Ｗ
さ
ん
の
生
活
は
始
ま
り
ま

し
た
。
車
椅
子
の
Ｗ
さ
ん
が
立
ち
上
が
り
、

歩
く
よ
う
に
な
る
の
に
一
週
間
も
か
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ホ
ー
ム
内
で
は
狭
す
ぎ

て
す
ぐ
に
外
へ
と
な
り
ま
し
た
。
も
と
も

と
農
作
業
で
暮
ら
し
て
き
た
人
で
す
か
ら
、

外
は
当
た
り
前
の
よ
う
な
世
界
で
す
。
Ｋ

さ
ん
の
よ
う
に
「
○
○
へ
行
く
（
帰
る
）」

と
い
う
外
出
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
た
か

も
「
家
」
を
出
る
よ
う
に
ス
ー
ッ
と
出
る

の
で
す
。
玄
関
と
ば
か
り
限
り
ま
せ
ん
。

職
員
が
た
ま
た
ま
見
て
い
た
と
か
、
セ
ン

サ
ー
が
う
ま
く
対
応
し
て
く
れ
る
と
き
は

よ
い
の
で
す
が
、
そ
う
で
な
い
場
面
が
結

構
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
発
信
機
の

つ
け
忘
れ
、
発
信
機
を
抜
か
ず
に
洗
濯
機

に
か
け
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
い
う
わ
け
か

感
知
し
な
か
っ
た
。
誤
報
が
続
き
、
ま
た

と
思
っ
た
ら
本
当
だ
っ
た
。
等
等
。
Ｗ
さ

ん
は
そ
ん
な
管
理
に
目
も
く
れ
ず
、
ひ
た

す
ら
わ
が
道
を
歩
い
て
い
ま
し
た
。
ど
う

し
て
も
見
つ
か
ら
ず
、
ま
た
捜
索
を
お
願

い
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
翌

朝
、
近
く
の
畑
を
歩
い
て
い
た
彼
女
を
見

つ
け
た
と
き
は
、
ほ
っ
と
力
も
抜
け
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
10
月
末
で
そ
れ
ほ

ど
の
寒
さ
で
な
か
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
た

と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｗ
さ

ん
ば
か
り
で
な
く
、
道
を
歩
い
て
い
て
警

察
に
保
護
さ
れ
た
Ｍ
さ
ん
、
新
年
早
々
、

那
須
塩
原
市
で
パ
ト
カ
ー
に
保
護
さ
れ
た

Ｈ
さ
ん
、
Ｋ
さ
ん
が
加
わ
り
、
他
に
も
と

実
に
賑
や
か
で
し
た
。
警
察
で
も
「
お
か

し
い
な
と
思
え
ば
、
生
き
い
き
の
里
の
年

寄
り
」
と
言
わ
れ
、
変
な
評
判
を
も
ら
い

ま
し
た
。

Ｗ
さ
ん
は
促
さ
れ
れ
ば
椅
子
に
座
っ
て

食
事
を
摂
り
ま
す
。
特
に
好
き
嫌
い
が
あ

る
わ
け
で
も
な
く
、
綺
麗
に
食
べ
て
く
れ

ま
し
た
。
ホ
ー
ム
内
に
い
る
と
き
に
は
、
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食
堂
や
廊
下
、
各
部
屋
に
自
由
に
出
入
り

し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
お
年
寄
り
か
ら
悪

口
を
言
わ
れ
て
は
Ｗ
さ
ん
も
悪
態
を
つ
い

て
は
負
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
認
知
証

の
人
の
言
葉
は
分
か
り
に
く
い
の
で
す
が
、

Ｗ
さ
ん
の
悪
態
は
実
に
良
く
分
か
り
ま
す
。

人
間
、
た
ま
に
は
怒
ら
な
い
と
だ
め
な
の

か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
他
人
の
ベ
ッ
ト
で

寝
る
こ
と
も
お
構
い
な
し
で
、
着
の
み
着

の
ま
ま
の
寝
姿
の
穏
や
か
さ
は
惚
れ
惚
れ

す
る
も
の
で
し
た
。
家
で
そ
う
す
る
よ
う

に
、
普
段
着
と
寝
巻
き
を
区
別
す
る
日
常

生
活
を
施
設
で
も
と
呼
び
か
け
ら
れ
て
い

る
時
代
で
す
。
福
祉
評
論
家
や
福
祉
専
門

家
が
老
人
ホ
ー
ム
を
見
て
、
多
く
は
日
中

寝
巻
き
姿
（
パ
ジ
ャ
マ
姿
）
の
お
年
寄
り

が
目
立
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
ょ

う
。
Ｗ
さ
ん
の
ち
ょ
こ
ま
か
と
動
き
回
る

姿
が
気
に
障
り
、
事
あ
る
ご
と
に
ぶ
つ
か

っ
て
い
た
Ａ
さ
ん
（
男
性
）
は
、
近
く
に

花
見
に
出
か
け
た
際
、
Ｗ
さ
ん
が
い
な
く

な
っ
て
は
大
変
と
な
に
く
れ
と
な
く
世
話

を
し
て
い
ま
し
た
。
冗
談
に
「
今
日
は
や

け
に
親
切
だ
ね
」
と
声
を
か
け
る
と
「
同

じ
釜
の
飯
を
食
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ

の
く
ら
い
は
当
た
り
前
だ
ね
」
と
二
人
で

団
子
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
な
ん
だ
か
ん

だ
と
言
い
な
が
ら
も
、
日
を
重
ね
て
自
然

に
同
胞
意
識
は
生
ま
れ
る
も
の
な
の
だ
と

知
り
ま
し
た
。
理
想
の
人
間
関
係
を
最
初

か
ら
求
め
て
し
ま
う
愚
か
さ
を
何
度
試
し

て
き
た
こ
と
か
。

今
で
も
和
式
便
所
の
所
は
多
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
洋
式
に
慣
れ
る
と
和
式
は
も
う

い
け
ま
せ
ん
。
私
も
下
肢
血
栓
を
し
た
後

は
和
式
は
使
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
平
成

７
〜
８
年
当
時
、
和
式
が
日
常
的
で
も
あ

り
ま
し
た
の
で
、
ホ
ー
ム
に
も
一
部
和
式

を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
Ｗ
さ
ん
は
職
員
の

誘
導
で
和
式
に
座
り
ま
す
。
後
ろ
で
両
肩

に
手
を
添
え
た
職
員
も
座
り
ま
す
。
赤
ち

ゃ
ん
に
排
尿
便
を
促
す
姿
勢
に
似
て
い
ま

す
。
私
は
連
れ
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
と
呼
ん

で
い
ま
し
た
が
、「
し
ー
し
ー
っ
」
と
声
掛

け
が
あ
り
、
Ｗ
さ
ん
の
「
意
」
も
喚
起
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
が
功
を
奏
し
て
か
Ｗ
さ
ん

は
歩
け
る
う
ち
は
オ
ム
ツ
を
し
な
く
て
済

ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
Ｗ
さ
ん
の
行

動
に
は
追
い
つ
け
ま
せ
ん
。
施
設
長
室
と

は
名
ば
か
り
の
約
１
畳
半
ほ
ど
の
部
屋
が

引
き
戸
に
な
っ
て
い
ま
す
。
朝
、
尿
便
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
Ｗ
さ
ん

の
家
の
引
き
戸
、
便
所
の
大
き
さ
を
連
想

さ
せ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。
朝
の
仕
事
が

「
排
泄
処
理
」
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。「
な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
ね
」
と
職

員
に
言
っ
た
ら
、「
掃
除
を
す
る
だ
け
で
す

か
ら
、
楽
な
も
ん
で
し
ょ
」
と
返
さ
れ
て

「
そ
れ
も
そ
う
か
」
と
な
り
ま
し
た
が
、

「
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
を
置
い
て
み
る
か
」

と
な
り
試
み
ま
し
た
。
翌
朝
、
成
功
し
ま

し
た
。
思
わ
ず
「
や
っ
た
ー
」
と
思
い
ま

し
た
が
、
次
の
日
は
ポ
ー
タ
ブ
ル
の
脇
で

し
た
。
そ
の
次
も
同
じ
。
つ
ま
り
一
度
だ

け
の
成
功
で
し
た
。
洋
式
ス
タ
イ
ル
は
Ｗ

さ
ん
に
は
馴
染
め
な
か
っ
た
の
で
す
。

風
呂
の
光
景
は
、
今
で
も
語
り
草
に
な

っ
て
い
ま
す
。
着
て
い
る
も
の
を
脱
い
で

も
ら
う
に
は
抵
抗
が
強
く
て
二
人
が
か
り

で
す
。
特
に
ズ
ボ
ン
は
足
蹴
り
は
入
る
、

手
で
叩
く
、
お
ま
け
に
「
こ
の
馬
鹿
！
な

に
す
ん
だ
！
こ
の
野
郎
！
」
の
罵
声
が
飛

ぶ
。
他
人
か
ら
見
た
ら
「
や
ば
い
光
景
」

に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
素
裸

に
な
る
と
自
分
で
浴
槽
に
向
か
い
、
小
股

を
洗
っ
て
湯
船
に
浸
か
り
ま
す
。
何
事
も

な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
。「
Ｗ
さ
ん
」
の
声

掛
け
に
応
え
る
笑
顔
が
こ
れ
ま
た
至
福
の

プロフィール

高橋　紘一
昭和18年　那須町生まれ
養護老人ホーム勤務　13年
軽費老人ホーム勤務　２年
特別養護老人ホーム勤務　７年後、
生きいきの里創設に関わる
平成 8 年　開設　施設長
平成13年　国際医療福祉大学　福祉学科

臨床教授として勤務
平成20年　退職
現在　社会福祉法人　悠々の郷　理事長

表
情
。
先
の
騒
ぎ
は
こ
の
表
情
を
用
意
す

る
た
め
？
　
入
浴
介
助
が
全
然
苦
に
な
ら

な
か
っ
た
も
の
で
す
。
何
か
と
日
常
話
題

を
提
供
し
て
く
れ
た
Ｗ
さ
ん
で
し
た
が
変

化
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。
本
当
に
自
然
に

と
い
う
感
じ
で
す
。
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頼
れ
な
い
。

【
事
例
②
　
　
73
歳
女
性
】

国
保
担
当
者
か
ら
の
情
報
で
は
、
３
ヵ

月
に
わ
た
り
接
骨
院
に
月
に
20
回
以
上
、

多
い
月
は
26
回
と
通
院
し
て
い
る
。

訪
問
時
の
様
子

平
成
15
年
に
変
形
性
膝
関
節
症
と
言
わ

れ
右
膝
の
手
術
を
し
た
。
翌
年
転
倒
し
て

下
肢
の
骨
折
を
し
た
。
平
成
23
年
の
春
に

な
っ
て
、
ま
た
膝
が
痛
く
な
っ
た
の
で
、

接
骨
院
に
行
き
始
め
た
。
農
家
な
の
で
、

田
植
え
が
始
ま
る
と
忙
し
い
の
で
、
接
骨

院
に
は
通
え
な
く
な
る
。
糖
尿
病
も
あ
り

近
医
に
受
診
し
て
い
る
。
町
の
検
診
も
受

診
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
事
例
で
は
、
や
は
り
高
齢

者
が
多
く
、
内
科
的
疾
患
と
整
形
的
疾
患

を
併
せ
持
つ
も
の
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

患
者
自
身
は
内
科
と
整
形
と
分
け
て
受
診

し
て
い
る
つ
も
り
で
す
が
、
同
じ
よ
う
な

診
断
名
を
付
け
ら
れ
、
効
能
が
同
様
の
投

薬
を
受
け
て
い
た
り
し
ま
す
。
あ
る
ケ
ー

ス
で
は
、
眠
剤
を
処
方
さ
れ
て
か
ら
、
そ

の
薬
を
眠
れ
な
い
と
き
の
た
め
に
と
、
保

存
し
て
お
く
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
薬
を

見
せ
て
も
ら
っ
た
ら
、
眠
剤
で
は
な
く
抗

ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
し

た
。ま

た
、
大
型
連
休
中
に
病
院
が
休
み
で

あ
る
こ
と
に
不
安
を
抱
き
、
当
番
医
を
渡

り
歩
く
高
齢
者
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

精
神
疾
患
な
ど
で
は
、
定
期
受
診
は
大

学
病
院
で
も
、
症
状
が
悪
く
な
っ
た
と
き

は
、
と
り
あ
え
ず
近
い
病
院
を
受
診
し
た

と
い
う
こ
と
か
ら
多
受
診
と
い
う
形
に
な

っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

■
考
察
・
ま
と
め
■

多
受
診
や
重
複
受
診
は
、
本
人
の
自
覚

が
な
い
ま
ま
に
行
わ
れ
て
い
る
も
多
く
あ

る
よ
う
で
す
。
患
者
の
診
療
情
報
が
医
療

機
関
へ
正
確
に
伝
わ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
健
康
手
帳
や
お
薬
手
帳
の

活
用
が
有
効
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
投
薬

さ
れ
た
も
の
が
服
薬
さ
れ
ず
、
貯
め
ら
れ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
、

医
療
費
が
無
駄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
よ

く
わ
か
り
ま
す
。

高
齢
者
学
級
等
多
く
の
方
が
集
ま
る
と

こ
ろ
を
利
用
し
、
啓
発
す
る
機
会
を
多
く

持
つ
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

訪
問
で
は
、
国
保
担
当
者
か
ら
の
情
報

を
よ
く
確
認
し
、
ケ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
対

応
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
訪
問
時
に
は
保

健
制
度
の
仕
組
み
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
医
療
費
通
知
の
話
題
や
、
医
療
費

と
自
己
負
担
の
話
題
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
日
常
の
健
康
管
理
や
予
防
対
策
な

ど
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
訪
問
を
機
に

気
軽
に
保
健
師
に
相
談
を
し
て
く
れ
る
よ

う
な
住
民
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

■
塩
谷
町
の
概
要
■

塩
谷
町
は
栃
木
県
の
北
部
に
位
置
し
、

南
は
宇
都
宮
市
に
隣
接
し
、
北
に
は
尚
仁

沢
湧
水
で
有
名
な
高
原
山
を
い
た
だ
く
自

然
豊
か
な
町
で
す
。

お
も
な
産
業
は
農
林
業
で
す
が
、
多
く

は
兼
業
農
家
で
町
内
外
の
工
場
や
商
業
施

設
等
に
通
勤
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

平
成
23
年
４
月
の
人
口
は
、
１
万
３
千

人
強
で
、
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
が
、
世
帯
数
は
増
加
し
て
お
り
核
家
族

化
や
独
居
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
高
齢
化
率
は
26
％
を
超
え
て
い

ま
す
。
国
保
加
入
者
は
、
３，
６
４
０

人
で
、
町
民
の
28
％
に
当
た
り
ま
す
。

■
は
じ
め
に
■

多
受
診
世
帯
の
訪
問
は
、
平
成
９
年
頃

よ
り
開
始
し
ま
し
た
。
国
保
の
担
当
者
よ

り
多
受
診
・
重
複
受
診
の
情
報
を
も
ら
い
、

保
健
師
単
独
で
の
訪
問
と
な
り
ま
す
。

保
健
師
の
勤
務
体
制
が
十
分
で
な
い
中

で
、
十
分
な
訪
問
回
数
は
確
保
で
き
て
い

な
い
の
で
す
が
、
細
々
と
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
訪
問
が
医
療
費
削
減
に
効
果
的
か
と

い
え
ば
疑
問
は
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
な

生
活
の
様
子
が
把
握
で
き
る
こ
と
は
、
訪

問
な
ら
で
は
の
強
み
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

多
受
診
・
重
複
受
診
の
方
の
事
例
を
通

し
て
、
保
健
事
業
の
在
り
方
を
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
事
例
報
告
■

―
最
近
の
事
例
か
ら
―

【
事
例
①
　
76
歳
女
性
】

国
保
担
当
者
か
ら
の
情
報
で
は
、
整
骨

院
に
月
20
回
以
上
４
か
月
に
わ
た
り
受
診

し
て
い
る
。

訪
問
時
の
様
子

夜
間
目
が
覚
め
て
し
ま
う
ほ
ど
の
肩
の

疼
痛
で
整
骨
院
を
受
診
し
、
改
善
さ
れ
な

い
の
で
、
他
の
整
骨
院
に
移
っ
た
。
肩
は

改
善
さ
れ
た
が
、
腰
痛
が
あ
る
の
で
続
け

て
受
診
し
て
い
る
。
内
科
に
も
受
診
し
投

薬
を
受
け
て
い
る
。
独
居
で
あ
り
年
金
は

受
給
し
て
い
る
が
、
今
も
働
い
て
い
る
。

仕
事
柄
冷
え
も
あ
り
重
い
も
の
も
持
つ
こ

と
が
多
い
。
子
供
は
い
る
が
事
情
が
あ
り

塩谷町保健福祉課
柿沼　澄子

多
受
診
世
帯
訪
問

多
受
診
世
帯
訪
問

多
受
診
世
帯
訪
問

多
受
診
世
帯
訪
問

多
受
診
世
帯
訪
問

保
健
師
活
動
報
告



19

― 壬生町 ―
健健康運動教室健康運動教室

音楽に合わせて踏み台昇降をしている様子音楽に合わせて踏み台昇降をしている様子音楽に合わせて踏み台昇降をしている様子

片足立ち運動の様子。皆さん笑顔で片足立ち運動の様子。皆さん笑顔で
楽しそうに行っています楽しそうに行っています
片足立ち運動の様子。皆さん笑顔で
楽しそうに行っています

プチエコ
!?

プチエコ
!?

プチエコ
!?

保険者だより

　壬生町健康福祉課では、64歳以下の方を対象とした「メタボ予防教室」と65歳以上の方を
対象とした「ロコモ予防教室」という２種類の運動教室を行っています。対象の年齢を分け
ることで参加者の体力の差を少なくし、その年代に合わせたメニューが実施できるため、無
理をせずに運動できます。運動習慣が身についたと話す参加者も多く、自宅でもすぐに実施
できる簡単な内容となっていることや教室を通して出来た仲間と共に楽しく汗を流すことが
継続の秘訣となっているようです。

運動を習慣化し、
健康的な生活を
送るために

①対象　特定健康診査を受診し、「特定保健指導（動
機付け支援）」を受けた方で64歳以下の方

②実施　年12回（毎月１回）　9：30～11：30
③内容　体重や体脂肪を減らすことを目標の一つと

しているため、踏み台昇降やダンベル体操、
バランスボール体操など適度な筋力トレー
ニングと有酸素運動をメインとした内容と
なっています。毎回教室が始まる前に体重・
体脂肪・血圧を測定しており、前回の値と比
較をしながら運動をしています。

メタボ予防教室メタボ予防教室メタボ予防教室メタボ予防教室メタボ予防教室

①対象　６５歳以上の方

②実施　年１２回（毎月１回）　13：30～15：30

③内容　介護予防を目的とし、年齢による足腰の筋

力低下やバランス能力の低下を防ぐため、

ストレッチや軽い筋力トレーニングを中心に

行っています。初回と最終の教室で握力測

定や開眼片足立ち、イス立ち上がりといった

体力測定をし、一年間を通してどの程度改

善したのかを評価しています。

ロコモ予防体操ロコモ予防体操ロコモ予防体操ロコモ予防体操ロコモ予防体操

運動教室で習ったメニューを自宅でも簡単に
出来るよう、空き缶や雑誌などを使ったお金
をかけない手作り踏み台を使用しています。

～手作り踏み台～
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国 保 医 療 課 だ よ り

A市に在住していた以下の世帯
甲（夫）76歳：後期高齢者医療制度被保険者・擬制世帯主・特定同一
　　　　　　　 世帯所属者
乙（妻）74歳：国保被保険者
について、夫婦同時にB町に所在する特別養護老人ホームに入所し、当
該世帯の住民票もB町に移しました。入所前A市では、甲を擬制世帯主
及び特定同一世帯所属者としていましたが、入所後も同様の取扱いにな
りますか。

今回は、住所地特例の事例についてご紹介いたします。

Ｑ

この場合、乙は住所地特例の対象となり、従前の住所地であるA市の被
保険者として単独世帯を構成します。また、甲は特定同一世帯所属者で
はなくなります。

A

世帯全員が同時に同一の特別養護老人ホームに
移った場合の取扱いについて

（住民票も移動）

A市B町

特別養護老人ホーム （後期）
特定同一世帯所属者
擬制世帯主

（国保）
甲 乙
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①星座　②血液型　③今一番挑戦したいこと　④今一番気になること　⑤趣味・特技　⑥座右の銘・好きな言葉
⑦健康法・ストレス解消法　⑧夢　⑨町（街）の自慢をしてください　⑩国保事業に携わっての感想・意見

国保経験年数　１年 6ヶ月
生年月日　Ｓ57.4.27
①　牡牛座
②　O型
③　ドラマを１シーズン全話一気に見る
④　肉が重力に従順すぎること
⑤　映画・音楽鑑賞
⑥　明日は明日の風が吹く
⑦　よく眠ること
⑧　豆柴を飼ってみたい
⑨　日本一のいちごの産地です。春には
いちご祭りも行っています。
　　また、「日本の夏祭り百選」に選ばれ
た真岡の夏まつりは、毎夏３日間にわ
たって開催されています。ぜひ遊びに
お越しください。
⑩　2年目になりましたが、まだまだわから
ないことだらけです。国保への理解を深
めるべく、日々精進していきたいと思いま
す。

芝 山　起 代 子 藤 澤　祐 紀
しば やま き よ　　こ ふじ さわ ゆう き

真岡市
国保年金課　国民健康保険係

主　　事

国保経験年数　１年６ヶ月
生年月日　Ｓ62.12.17
①　いて座
②　O型
③　フルマラソン
④　今年のアカデミー賞とラズベリー賞
⑤　映画鑑賞、食べ歩き
⑥　質実剛健
　　stay hungry stay foolish
　　(ハングリーであれ、愚かであれ)
⑦　筋力トレーニング、ジョギング
⑧　心豊かに自由に生きること
⑨　町の中央を流れる那珂川は鮎釣り
のメッカで、シーズンになると釣り人で
にぎわいます。また、温泉フグや猪肉
などのおもしろい特産品もあります。
ぜひ一度足を運んでみてください。
⑩　国保事業に携わって１年半、まだまだ
わからないことばかりで周囲に迷惑をか
けることが多いですが、町民の健康を守
るためにも日々精進していくので、どう
か温かい目で見守ってください。

那珂川町
住民生活課　保険年金係 

主　　事
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リ
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ー
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平
成
23
年
９
月
13
日
（
火
）
栃
木
県
本

町
合
同
ビ
ル
９
階
国
保
連
合
会
大
会
議
室

に
お
い
て
、
国
保
事
務
担
当
職
員
研
修
会

が
開
催
さ
れ
た
。
本
研
修
会
は
、
保
険
者

に
お
け
る
国
保
事
務
担
当
者
の
資
質
向
上

と
事
務
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
し
、
各
保
険
者
よ
り
約
20
名
の

参
加
が
あ
っ
た
。

国
保
の
現
状
と
課
題
を
再
認
識

講
演
は
、
栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医

療
課
人
見
課
長
補
佐
よ
り
、「
栃
木
県
の
国

民
健
康
保
険
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
行
わ
れ
た
。
は
じ
め
に
、
市
町

村
国
保
の
抱
え
る
構
造
的
な
課
題
と
し
て
、

被
保
険
者
の
年
齢
構
成
や
所
得
及
び
医
療

費
の
状
況
に
よ
り
、
保
険
料
負
担
が
重
く

保
険
料
（
税
）
収
納
率
が
低
下
し
て
い
る

と
し
、
国
保
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る

と
述
べ
た
。
ま
た
、
都
道
府
県
間
ま
た
は

市
町
村
間
に
お
い
て
格
差
が
生
じ
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
市
町
村
国
保
の
都
道
府
県

単
位
化
等
の
議
論
が
進
ん
で
い
る
と
述
べ

た
。ま

た
、
栃
木
県
の
国
保
財
政
状
況
と
し

て
特
に
国
保
税
収
納
率
に
ふ
れ
、
平
成
20

年
度
及
び
21
年
度
に
お
い
て
現
年
度
分
収

納
率
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
と
低
い
状
況

に
あ
る
と
し
、
収
納
率
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
が
重
要
で
あ
る
と
話
し
た
。

国
保
事
務
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、

分
科
会
を
実
施

引
き
続
き
、「
保
険
給
付
及
び
資
格
得

喪
」、「
保
健
事
業
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
分

科
会
が
行
わ
れ
た
。
分
科
会
に
は
、
栃
木

県
国
保
医
療
課
よ
り
渡
邉
主
査
、
根
本
主

任
、
藤
野
主
事
を
助
言
者
と
し
て
、
事
前

に
各
市
町
か
ら
提
出
さ
れ
た
国
保
事
務
に

関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
研
究
協
議
を
行

う
と
と
も
に
、
各
保
険
者
の
意
見
・
情
報

交
換
を
行
っ
た
。
研
修
会
の
参
加
者
か
ら

は
、「
各
市
町
で
の
事
例
及
び
取
組
み
を
把

握
で
き
、
参
考
に
な
っ
た
」「
実
務
上
の
疑

問
点
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
で
き
、
参
考

に
な
っ
た
」「
各
市
町
の
国
保
担
当
者
と
の

情
報
交
換
が
で
き
る
場
と
し
て
有
意
義
な

機
会
で
あ
っ
た
」
な
ど
の
声
が
多
数
あ
っ

た
。
今
後
も
保
険
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

研
修
に
す
る
た
め
、
保
険
者
の
要
望
を
取

り
入
れ
た
企
画
及
び
運
営
を
し
て
い
き
た

い
。

栃木県保健福祉部国保医療課
人見課長補佐

国保事務の諸問題について、
活発な情報交換を実施

平成23年度国保事務担当職員研修会

分科会の模様
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リ ポ ー ト

加
齢
等
に
よ
る
運
動
器
の
障
害
に
よ
り
、
要
介
護
に
な
ら
な
い
た
め
に

講師略歴　大江隆史氏
昭和60年３月、東京大学医学部医学科卒業
昭和61年より茨城県立中央病院などに整形外科医師として勤務
昭和４年７月、文部教官　東京大学助手医学部付属病院 整形外科医局長
昭和７年７月、医療法人社団蛍水会名戸ヶ谷病院勤務、整形外科部長
平成５年、日本整形外科学会 専門医
平成14年９月、医学博士号取得
平成19年、日本手の外科学会 専門医
平成20年4月より、同病院副院長
平成20年5月、日本ロコモティブシンドローム研究会を設立、委員長就任

平
成
23
年
８
月
30
日
（
火
）
と
ち
ぎ
福
祉

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
約
150
人
の
管
理
栄
養
士
・

健
康
運
動
指
導
士
・
保
健
師
・
看
護
師
・
健

康
づ
く
り
推
進
員
・
介
護
施
設
関
係
者
等
が

参
加
し
、
日
本
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
研
究
会
委
員
長
で
名
戸
ヶ
谷
病
院
副
院

長
・
整
形
外
科
部
長
の
　
大
江
隆
史
（
お
お

え
た
か
し
）
先
生
を
迎
え
「
超
高
齢
社
会

に
お
け
る
運
動
器
医
療
と
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。高

齢
化
社
会
の
進
行
に
伴
う

要
介
護
者
の
増
加
を
懸
念

日
本
に
お
け
る
高
齢
化
の
進
行
状
況
と
し

て
、
高
齢
化
社
会
（
高
齢
者
の
割
合
が
７
％

以
上
14
％
未
満
）
か
ら
高
齢
社
会
（
高
齢
者

の
割
合
が
14
％
以
上
21
％
未
満
）
に
な
る
の

に
要
し
た
年
数
は
24
年
で
あ
り
、
他
国
と
比

較
し
て
急
速
に
進
行
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

今
日
で
は
高
齢
者
の
割
合
が
21
％
以
上
と
な

る
超
高
齢
社
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

2005
年
か
ら
2025
年
に
か
け
て
、
75
歳
以
上
の
高

齢
者
が
倍
増
す
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
全
人
口
に
お
け
る
65
歳
以
上
の

年
齢
層
の
占
め
る
割
合
を
み
る
と
約
３
割
が

該
当
し
て
お
り
、
高
齢
化
に
伴
う
要
介
護
も

増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

「
ロ
コ
モ
」
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

要
介
護
の
予
防
を

要
介
護
と
な
る
原
因
と
し
て
、
厚
労
省

「
国
民
生
活
基
礎
調
査
2007
」
に
よ
る
と
、
関

節
疾
患
や
骨
折
・
転
倒
な
ど
運
動
器
疾
患
に

よ
る
も
の
が
全
体
の
約
１
／
４
を
占
め
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
主
に
加
齢
に
よ
る

運
動
器
の
障
害
の
た
め
、
移
動
能
力
の
低
下

を
き
た
し
、
要
介
護
に
な
る
危
険
度
の
高
い

状
態
を
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
ロ
コ
モ
）」
と
呼
び
、
高
齢
者
に
な
る
前
の

年
代
か
ら
認
識
を
も
つ
必
要
性
や
、
一
人
一

人
が
ロ
コ
モ
の
状
態
に
あ
る
か
否
か
を
自
己

点
検
す
る
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。（
※
自
己
診
断
基
準
と
対
処

法
に
つ
い
て
は
、
25
ペ
ー
ジ
の
「
知
っ
て
得

す
る
身
近
な
健
康
情
報
」
に
掲
載
）

参
加
者
か
ら
は
「
高
齢
者
の
健
康
課
題
を

改
め
て
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
」「
ロ
コ
モ

チ
ェ
ッ
ク
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
出
前
講
座
や

介
護
予
防
事
業
で
広
め
て
い
き
た
い
」
な
ど

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

ヘルスケアヘルスケア
研 修 会研 修 会
ヘルスケア
研 修 会
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リ
ポ
ー
ト

賦
課
状
況
の
分
析
及
び
適
正
な

保
険
税
の
算
定
に
向
け
て

平
成
23
年
10
月
24
日
（
月
）
栃
木
県
本

町
合
同
ビ
ル
９
階
国
保
連
合
会
大
会
議
室

に
お
い
て
、
保
険
料
（
税
）
適
正
算
定
マ

ニ
ュ
ア
ル
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
研

修
会
は
、
保
険
者
の
保
険
料
（
税
）
賦
課

担
当
職
員
が
「
保
険
料
（
税
）
適
正
算
定

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
用
い
、
当
該
保
険
者
の

賦
課
状
況
の
分
析
に
よ
り
適
正
な
保
険
料

（
税
）
を
算
定
す
る
こ
と
で
負
担
の
平
準
化

を
図
り
、
国
保
財
政
の
安
定
的
運
営
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
、
各

保
険
者
よ
り
約
20
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

算
定
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
を
説
明

保
険
料
（
税
）
適
正
算
定
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
概
要
に
つ
い
て
の
説
明
で
は
、
国
保
連

合
会
事
業
振
興
担
当
よ
り
、
同
算
定
シ
ス

テ
ム
の
仕
組
み
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

同
算
定
シ
ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

「
税
制
改
正
時
の
試
算
等
が
用
意
に
で
き

る
」「
出
力
帳
票
を
加
工
す
る
こ
と
で
、

各
種
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ

る
」
と
説
明
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
同
算
定
シ
ス
テ
ム
の
操
作
説

明
及
び
出
力
帳
票
の
説
明
と
し
て
サ
ン
プ

ル
デ
ー
タ
を
用
い
、現
状
の
賦
課
状
況
と
、

賦
課
限
度
額
や
軽
減
条
件
、
賦
課
割
合
を

変
更
し
た
場
合
に
お
け
る
賦
課
状
況
を
比

較
す
る
方
法
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
を

行
う
と
と
も
に
、
参
加
者
が
実
際
に
同
算

定
シ
ス
テ
ム
を
操
作
し
、
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
行
っ
た
。

骨密度測定の模様

市
町
で
は
住
民
の
健
康
の
向
上
を
目

的
に
、
健
康
測
定
コ
ー
ナ
ー
等
を
設
け

た
健
康
ま
つ
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
国
保
連
合
会
で

は
保
険
者
支
援
の
一
環
と
し
て
、
市
町

健
康
ま
つ
り
へ
の
支
援
と
し
て
依
頼
の

あ
っ
た
市
町
に
対
し
、
健
康
教
育
教
材

の
貸
出
や
骨
密
度
測
定
等
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
に
お
い
て

は
、
５
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
15
市
町

55
カ
所
へ
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
※

平
成
23
年
度
の
支
援
申
込
は
終
了
し
て

い
ま
す
。
健
康
測
定
機
材
等
の
貸
出
希
望

の
あ
る
場
合
は
、
左
記
担
当
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。）

特
に
骨
密
度
測
定
に
お
い
て
は
、
市
町

よ
り
多
く
の
依
頼
を
受
け
て
お
り
、
測
定

に
は
多
く
の
方
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

健
康
測
定
機
材
貸
出
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

保
健
事
業
課
保
健
事
業
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

０
２
８
―

６
２
２
―

７
８
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ：

０
２
８
―

６
２
２
―

７
２
８
１

健
康
ま
つ
り
レ
ポ
ー
ト

保
険
料（
税
）適
正
算
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
研
修
会

保
険
料（
税
）適
正
算
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
研
修
会
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知って得する身近な健康情報

◇高齢になると、要介護状態になる割合が高くなる◇高齢になると、要介護状態になる割合が高くなる◆高齢になると、要介護状態になる割合が高くなる
　　　　　　　　　　　　　原因としての運動器疾患は、全体の約４分の１を占める
　2007年　　秋　日本整形外科学会が提案［中村耕三理事長(当時)、前東大整形外科教授］
　　　　　　　　　　運動器の障害のため要介護になる危険の高い状態

　　　　　　　　　　　ロコモティブシンドローム　と呼ぶ
　2008年　５月　日本ロコモティブシンドローム研究会を旗揚げ
　　　　　　　　　　　　　　　　　［大江隆史委員長］

 今、知っておきたい 今、知っておきたい
「ロコモティブシンドローム」 
 今、知っておきたい
「ロコモティブシンドローム」 

ロコモ

主に加齢による運動器の障害のため、移動能力の低下をきたして、
要介護になっていたり、要介護になる危険の高い状態

◆ロコモティブシンドローム（ロコモ）の定義

◇ロコモの診断基準と対処法◇ロコモの診断基準と対処法♦ロコモの診断基準と対処法

◆ロコモティブシンドローム（ロコモ）の定義

　☆７つのロコチェック　2010
　　●片足立ちで靴下がはけない
　　●家の中でつまずいたり滑ったりする
　　●階段を昇るのに手すりが必要である
　　●横断歩道を青信号で渡りきれない
　　●15分くらい続けて歩けない
　　●２kg程度の買い物をして持ち帰るのが困難である
　　●家のやや重い仕事が困難である

☆ロコモーショントレーニング（ロコトレ）
　●バランス訓練として、開眼片脚起立
　●筋力訓練として、スクワット

運動器の障害のために要介護となることに気付くための合言葉
ロコモティブシンドロームロコモティブシンドロームロコモティブシンドローム☆ロコモの３大要因…運動器疾患があること

　　　　　　　　　バランス能力の低下
  　　　　筋力の低下 日本整形外科学会が

「ロコモ チャレンジ！　推進協議会」設立
２０１０年８月１日発足！

※ロコチェックやロコトレ、食生活など詳しいことは… ロコモチャレンジ！ 検索

●運動器障害があ
る人もそのレベル

に

　応じてできる
●運動器障害があ

る人こそ運動訓練
が必要

●自分でできる、
自宅でもできる、

　特別な器具がい
らない

ロコトレの意義

23ページの研修会の内容を説明します。

図解あり

（国保連合会　管理栄養士）
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第三者行為損害賠償求償事務コーナー

　交通事故の際の損害填補のためには、加害自動車が加入している自動車損害賠償責任保険ま
たは自動車賠償責任共済（以下、「自賠責保険」という。）の利用ができます。
　自賠責保険は強制保険とも言われ、自動車を運行する場合には、必ず加入する義務が課せられ
ています。
　前号では、自賠責保険からの支払額について簡単に掲載いたしましたが、今号では自賠責保険
への請求について掲載いたします。

自賠責保険への請求
加害者請求（自賠法第15条）
　交通事故の加害者が、被害者に損害賠償金を支払ったあと、その領収証、その他必要書類を添えて自
賠責保険に保険金（共済金）の請求をすることをいいます。加害者は、実際に支払った金額についてだ
け請求できます。

被害者請求（自賠法第16条）
　自賠責保険は、加害者請求が原則ではありますが、自賠法の被害者保護の趣旨から、被害者が、加害
者の自賠責保険に直接必要書類を添えて損害賠償額を請求することができます。

社会保険からの請求
　被害者に対して国保等が保険給付を行った場合は、その給付の価額において当該被保険者が第三者
（加害者）に対して有する損害賠償請求権を代位取得します。即ち、被害者請求と同様に自賠責保険に
対して直接請求することになります。

競合請求
　同一事故に対して加害者と被害者、保険者から請求が出た場合には、損害保険会社からの支払に対
し、優先順位があります。
　加害者請求と被害者請求が競合した場合には、自賠責保険においては加害者請求が優先することが原
則となっています。
　被害者請求と保険者が競合した場合には、平成20年8月1日から被害者請求が優先されています。

人身傷害補償保険と社会保険との競合請求
　被害者に代わって加害者の自賠責保険会社に請求できる（被害者代位請求）人身傷害補償保険とは、
被害者が加入している任意保険会社（人身傷害社）になります。
　人身傷害社からの求償と国保等からの求償は、競合請求になる場合が多くみられます。
　人身傷害社及び国保等からの請求が自賠責保険の支払限度額に満たない場合には、国保等の保険給付
額をすべて回収することができますが、支払限度額を超過している場合には、人身傷害社との按分にな
ります。

　自賠責保険に対して人身傷害社からの請求があがる時には、国保等の求償部分についても同
時に請求をあげなければ、自賠責保険から回収できなくなる場合があります。
　案件の委任及び不足レセプト等の送付、給付内訳書等の確認を早期に実施していただくこと
で、求償額の未回収を防ぐことができますので、ご協力をお願い致します。
　次回は、加害者直接請求について掲載いたします。

事業振興課　共同事業担当　TEL：028－622－7815　FAX：028－622－7281

第三者行為に関するお問い合わせ

【按分の具体例】人身傷害社求償額125万円、国保等求償額130万円
　●人身傷害社への支払額：120万円　×　　　 125万円　　　　＝588,235円　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　125万円+130万円

　●健保等への支払額：　　120万円　×　　　  130万円　　　　＝611,765円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 125万円+130万円
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真岡鐡道益子駅　⇒ 城内坂通り ⇒ 陶芸メッセ益子（益子陶芸美術館）⇒　益子の森  ⇒ 
⇒ 高館山散歩道 ⇒ 権現平見晴台 ⇒ 西明寺 ⇒　真岡鐡道益子駅

今回のウォーキングコース 約7.7km

益子の森益子の森

共販センター共販センター

魚屋魚屋
肉屋肉屋 染物屋染物屋

観音寺観音寺

森林公園森林公園

花と緑のふれあい広場花と緑のふれあい広場

楼門楼門
本堂本堂
三重塔三重塔
高野槇高野槇

陶芸メッセ益子陶芸メッセ益子

西明寺西明寺

権現平見晴台権現平見晴台

保健センター保健センター

益子駅益子駅

益子の森

共販センター

魚屋
肉屋 染物屋

観音寺

陶器店陶器店

須田ヶ池須田ヶ池

陶器店

須田ヶ池

陶器店陶器店陶器店
陶器店陶器店陶器店

森林公園

高館城跡城跡

高館山

高館山高館山
散歩道散歩道

高館城跡

高館山

高館山
散歩道

花と緑のふれあい広場

楼門
本堂
三重塔
高野槇

真岡
鐵道

陶芸メッセ益子

西明寺

権現平見晴台

保健センター

益子駅

益
子
町
立
自
然
公
園

益
子
町
立
自
然
公
園

益
子
県
立
自
然
公
園

陶芸メッセ益子陶芸メッセ益子
（益子陶芸美術館）（益子陶芸美術館）
陶芸メッセ益子

（益子陶芸美術館）

共販センター共販センター共販センター

益子の森益子の森益子の森

真岡鐵道益子駅真岡鐵道益子駅真岡鐵道益子駅

西
明
寺（
楼
門
）

西
明
寺（
楼
門
）

西
明
寺（
楼
門
）

西
明
寺（
本
堂
）

西
明
寺（
本
堂
）

西
明
寺（
本
堂
）

と
ち
ぎ
名
木
百
選

と
ち
ぎ
名
木
百
選

「
高
野
槇
」

「
高
野
槇
」

と
ち
ぎ
名
木
百
選

「
高
野
槇
」

陶芸の街並みから自然を抜けた
先にある文化財を満喫！

今回は陶器の産地として名を知られる益子町を訪
れました。真岡鐡道益子駅を基点とし、陶器店が立
ち並ぶ「城内坂通

じょうないざかどお

り」から落葉広葉樹でおおわれて
いる里山林の散策路などが整備された「高館山散歩
道」「西明寺

さいみょうじ

」を抜けるコースを歩いてきました。
真岡鐡道益子駅より東に向かい、軒先に陶器が立

ち並ぶ「城内坂通り」を進みます。城内坂通りは陶器の店が約30軒立ち並んでおり、陶器の販売だけでな
く陶芸体験ができる店も点在しています。また、城内坂通りは休日にもなると多くの観光客で賑わいをみ
せます。さらに、城内坂通りより脇道に入ると「益子陶芸美術館」があり、益子焼を芸術品の域に高める
ことに影響を及ぼした人間国宝の濱田庄司氏などの作品を見ることができます。
さて、城内坂通りを抜けて東に進み、アカマツやヤマザクラなどの落葉広葉樹で覆われた里山林の散策

路（高館山散歩道）を抜けると、「西明寺」に到着します。長い階段を登りつめると、国の指定重要文化
財である楼門や三重塔、県指定文化財の本堂、また非常に珍しい笑う閻魔大王を見ることができます。ま
た、本堂の脇にはとちぎ名木百選にも選ばれている「高

こう

野
や

槇
まき

」があり、その雄大さは歴史を感じさせるも
のでした。
「益子」は陶芸だけでなく貴重な文化財もあることに気づくとともに、しっとりとした趣きを感じるこ
とができるウォーキングコースでした。

歩歩こう、歩こう
！

歩こう、歩こう
！

歩こう、歩こう
！

あのあの道このこの道あの道この道
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編 

集 

後 

記

秋
も
深
ま
り
、
冬
が
間
近
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
最
近
は
年
月
が
進
む
の
を
早
く
感
じ
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。

さ
て
、
秋
と
い
え
ば
、「
食
欲
の
秋
、
読
書
の
秋
、

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
と
季
節
の
表
現
と
し
て
幾
つ
か

の
形
容
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
編
集
後
記
を
書
く
に

あ
た
り
、
私
事
な
が
ら
「
自
分
の
秋
は
な
ん
だ
ろ

う
」
と
思
い
返
し
て
み
ま
し
た
。
当
初
の
予
定
で

は
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
場
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」

と
な
る
は
ず
が
、
飲
酒
後
の
不
注
意
に
よ
り
足
を

痛
め
、
結
局
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
た
大
会
へ
の
出

場
を
と
り
辞
め
、「
静
観
の
秋
」
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
昨
年
の
自
分
の
記
録
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
が
で
き
ず
悔
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
が
、
来

年
の
出
場
に
向
け
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
と
な

り
ま
し
た
。

年
末
は
忘
年
会
な
ど
で
飲
酒
を
す
る
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。
年
末
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
自
ら

の
生
活
習
慣
を
含
め
今
年
度
の
自
分
を
も
う
一
度

見
つ
め
直
し
、
年
明
け
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｎ
・
Ｋ
）

１日　国保制度改善強化全国大会 日比谷公会堂
８日　第三者行為損害賠償求償事務相談開設 田島二三夫法律事務所
９日 介護サービス苦情処理委員会（13：30～） ９階会議室
15日　レセプト点検調査事務助言　（10：00～） 鹿沼市
16日　審査委員会（16～19日） 審査委員会会議室

レセプト点検調査事務助言　（10：00～） 市貝町
21日　介護給付費審査委員会（16：00～） ９階会議室
22日　第三者行為損害賠償求償事務相談開設 田島二三夫法律事務所
22日　介護サービス苦情処理委員会（13：30～） ９階会議室

12日　第三者行為損害賠償求償事務相談開設 田島二三夫法律事務所
13日　介護サービス苦情処理委員会（13：30～） ９階会議室
16日　審査委員会（16～19日） 審査委員会会議室
23日　介護給付費審査委員会（16：00～） ９階会議室
25日　事務部会 ９階会議室
26日　第三者行為損害賠償求償事務相談開設 田島二三夫法律事務所
27日　介護サービス苦情処理委員会（13：30～） ９階会議室

７日　理事会 ９階会議室
９日　第三者行為損害賠償求償事務相談開設 田島二三夫法律事務所
10日　介護サービス苦情処理委員会（13：30～） ９階会議室
16日　審査委員会（16～19日） 審査委員会会議室
22日　介護給付費審査委員会（16：00～） ９階会議室
23日　介護サービス苦情処理委員会（13：30～） ９階会議室

第三者行為損害賠償求償事務相談開設 田島二三夫法律事務所
24日　通常総会 ９階会議室

24
年
　
１
月

２
月

23
年
　
12
月
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紙、フィルム、CD・DVD、テレビ、ビデオ、インターネット・・・
自由にメディア（媒体）をお選びください。

メディアに合わせて、あなたの「伝えたい」を「カタチ」にいたします。

PTO
Matsui
Visual Printing

特定労働者派遣事業
（特09-300068）

［ISO14001認証取得］［ISO9001認証取得］

CM003

QMS CERTIFIED FIRM

ISO 9001 審査登録
（株）松井ピ・テ・オ・印刷

本社／平出工場
JCQA-1327

EC00J0240 051
CM021

ファクティスは環境マネジメントシステム
ISO14001の認証取得工場です


